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①青木城遺跡全景（北東より）

②青木城遺跡B地区縦堀（東より）

③調査D地区遺構全景（北東より）

④D地区横堀（南より）
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（9灰粕碗・皿（10C～11C）

（む　　〝　（10C～11C）

（彰天目茶碗（15C）

⑧天目茶碗・茶人・稜皿（16C）





⑨古瀬戸灰細く折線深皿、卸皿〉（15C）

⑲　　〝　　く壷・四耳壷〉（15C）

⑪　　〝　　く碗・皿・緑粕小皿〉（15C）

⑫青磁器（13～14C）





序　　　文

今回ここに刊行の運びとなりました報告書は、駒ヶ根東部地区県営ほ場整備事業

に伴い、昭和59年度に実施されました青木城遺跡緊急発掘調査の報告であります。

昭和58年度には当遺跡に隣接する青木遺跡が調査され、中世期に属する住居跡、

堀、礎石、柱穴群等が検出され、天目茶碗、古瀬戸灰粕陶器、青磁などの遺物が出土

しております。

本年度は、この青木遺跡から青木城（館址）へと向う、いわば本拠地を解明する調・

査として期待されていました。幸いにも、文化庁及び長野県教育委員会の御指導と御

高配、更に南信土地改良事務所の御協力を得て、調査計画を行い、駒ヶ根市文化財審

議会全長友野良一氏を団長とする青木城遺跡発掘調査団を編成し、発掘調査を実施

することができました。

調査の結果、東の山麓から台地先端部（青木城）へと続く2条の縦堀、戦国時代の住

居跡、土壌、竪穴遺構、柱穴址群などが検出され、遺物では昨年度検出を見なかった

16世紀初～半ばにかけて位置する天目茶碗、灰粕陶器が発見されました。これらの資

料は、古文書や高山神社棟礼などに残されている、「戦国時代末の天正年間に青木城

（館址）に牛山道賢が居館を構えた」という伝承を解明する貴重な資料となります。

また、縄文時代中期後半の住居跡、これに伴う遺物や奈良・平安時代の生活彿（焼

土集中箇所）、これに伴う土師器・灰粕陶器が発見されたことは、当遺跡の時代的経

過や性格を把握する上でも大切な基礎資料であり、数多くの成果が得られました。

長い期間にわたり、発掘調査をご指導下さった友野団長を初め、快く発掘作業に参

加していただいた東伊那地区の方々、事業に深いご理解をいただいた南信土地改良

事務所並びに東部土地改良区の方々、地主の方々、多くの皆さまのご協力、厚意によ

りまして所期の目的を達成することができました。

ここに関係者の皆様方に心から感謝申し上げますとともに、この報告書が多くの

方々に利用され、地域の歴史研究の一助となることを念願する次第であります。

昭和60年3月20日

駒ヶ根市教育長　木下　衛



例

1．今回の調査は、昭和59年度に実施された駒ヶ根東部土地改良区東部地区県営ほ場整備事業に

先立つもので、昭和59年7月5日から8月18日にかけて調査したものである。

2．発掘調査は、南信土地改良事務所の委託により、国県補助金を得て、駒ヶ根市教育委員会が

中心となり、駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会を組織して行った。

3．発掘調査の中で、遺構・遺物の実測は、小原晃一、北村英憲、北沢武志、桐山清一が担当し

写真撮影は小原が担当した。

4．遺物整理・報告書作成の中で、土器洗いは小町谷春子、注記は宮沢美智子が担当した。遺物

の復元は小原、拓本は宮沢美智子、遺物の実測は小池幸夫が担当し、遺物及び遺構図のトレー

スは宮沢、図の作成は小原、小池が担当した。写真撮影は小原が行った。

5．本報告書の執筆は、小原が行った。

6．本書は、調査によって明らかとなった遺構及び遺物をより多く図・表示することに重点をお

き、文章記述は簡便にした。

7．遺構・遺物関係の図面の縮尺は、その都度明示してある。

8．遺物の表示については、その都度明示してある。

9．遺構の断面層位は、次のとおりである。

I層一褐色土く表土〉

I′層－　〝　く耕作土〉（ローム粒含）

II層一暗褐色土く　〝　〉

II′層－　〝　く　〝　〉（ローム粒含）

III層一時茶褐色土（木炭粒含）

III′層　〝　　（木炭粒・ローム粒含）

IV層一黒褐色土（木炭粒含）

Ⅴ層一黒色土（木炭粒含）

VI層－ローム層（砂質）

VI′層－ローム層漸移層

ⅥI層－III層＋砂混土

ⅥI′層－III層＋砂・礫混土

VIII層一焼土・木炭

VIII′層一焼土・木炭＋Ⅴ層混土

IV′層－　〝　（木炭粒・ローム粒含）

10．当遺跡の出土遺物及び諸記録・図面は、市立駒ヶ根博物館が保管している。
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第I章　発掘調査の経過

第1節　発掘調査に至るまでの経過

昭和58年度に実施した青木遺跡の発掘調査に続いて、昭和59年度駒ヶ根市東部土地改良区東部

地区県営は場整備事業施工区域内に、青木城遺跡があり、破壊される状況が顕著となったため、

昭和58年9月6日に、長野県教育委員会文化課小林主事、南信土地改良事務所岩崎主任、同丸山

主任、駒ヶ根市農林課倉田、市教育委員会北沢、下村、小原出席のもとに事前協議を行った結果、

記録保存を行うということになった。

以後、南信土地改良事務所、県教育委員会等と連絡をとる中で、調査面積1，000m2以上、調査費

用500万円で、駒ヶ根市が事業主体として発掘調査を行うという経過をもった。調査費用の内訳は、

南信土地改良事務所分362．5万円、国県補助事業分137．5万円（国庫補助金68．7万円、県費補助金
こ

20．6万円、駒ヶ根市負担分48．2万円）である。

事務手続きは、昭和59年1月6日付昭和59年度文化財関係補助事業計画書提出、同年4月10日

付昭和59年度文化財関係国庫補助事業の内定（通知）、同年4月10日付県費補助金の内示（通知）、

同年5月15日付昭和59年度文化財関係国庫補助事業申請書提出、同年5月30日付発掘調査届、同

年5月22日付県費補助金交付申請書提出を経て、同年6月14日に、南信土地改良事務所長閑島善

徳郎と駒ヶ根市長竹村健一との間に、「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を取りかわし、つ

づいて7月5日に、市長と駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査全長木下衛との間で、再委託契約書を締

結した。

調査は、駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会が行うこととし、青木城遺跡発掘調査団を編成し、団長

には友野良一氏をお願いして、昭和59年7月5日から調査を開始した。

第2節　調査会の組織（駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会）

顧　問　　鈴　木　義　昭

全　長　　木　下　　　衛

理　事　　小　池　金　義

〝　　　友　野　良　一

〝　　　松　村　義　也

〝　　　林　　　　　剋

〝　　　竹　村　　　進

（駒ヶ根市教育委員長）

（市教育長）

（市教育次長）く全長職務代理〉

（駒ヶ根市文化財審議会会長）

（　　　〝　　　　副会長）

（　　　〝　　　　委員）

（　　　〝　　　　委員）

一　1　－



理　事　　中　山　敬　及

〝　　　下　村　幸　雄

監　事　　北　原　名田造

〝　　　宮　下　恒　男

幹　事　　北　沢　吉　三

〝　　　原　　　　　茂

〝　　　野々村　はるゑ

〝　　　斎　藤　香　代

〝　　　小　原　晃　一

・青木城遺跡発掘調査団

団　長　　友　野　良　一

調査員　　小　原　晃　一

〝　　　小町谷　　元

（　　　〝　　　　　委員）

（市立駒ヶ根博物館長）

（駒ヶ根郷土研究会会長）

（市収入役）

（市教育委員会社会教育係長）

（　　′′　　社会教育係）

（市立駒ヶ根博物館）

（　　　〝　　）

（　　　′′　－）

（事務所　駒ヶ根市上穂南2番15号　市立駒ヶ根博物館内）

（日本考古学協会全員）く発掘担当者〉

（長野県考古学全会員）く　　′′　　〉

（上伊那考古学全会員）

作業員　　中村文夫、白川仁重、小林正信、宮下三郎、渋谷吉子、小林満寿子、細田律恵、佐藤

秋子、佐藤慶子、赤羽笑子、渋谷光子、下平チカエ、下島清一、北沢武志、川上敏明、

北村英憲、桐山清一、小町谷春子、宮沢美智子

指導者　　小　林　　　字　（長野県教育委員会文化課指導主事）

〝　　　伝　田　和　良　（　　　〝

′／　　樋　口　昇　一　（長野県史刊行会専門主事）

〝　　　桐　原　　　健　（　　〝　　　　〝　）

〝　　　宮　下　健　司　（　　〝　　　　〝　）

〝　　　林　　　茂　樹　（日本考古学協会全員）

〝　　　気賀沢　　進　（　　〝　　　　）

協力者　　田中清文、小松原義人、羽柴利明、三沢好一

〝　）

第3節　発掘作業経過

く順不同、敬称略〉

・発掘作業日誌

7月5日　発掘器材の搬入。調査A地区南東隅を基点として、北方向、西方向へ5mX5mのグリ

ットを設定する。基点から北へA～E、西へ並列してF～J、さらにY～Gまで設定する。

－　2　－



7月10日　器材整理・移動。テント設営。友野団長より、当遺跡の概略説明を受けるo A～Cグ

リットを掘り下げる。調査区周辺より青磁（日本製）、鉄粕蓋ともに18C以降を表面採集する0

7月11日　A～D・F・G・K－グリット掘り下げo A・B・F－グリット終了o A－Gより砥

石、D－Gより天日破片、F－Gより捨鉢片出土。表土は20～30cmと浅く、ローム層が基盤を

なし、桑畑である為新しされている。地形測量S＝品で行う。写真撮影。

7月12日　A～D・F・G・K－グリット掘り下げ終了。H・L・P・U－グリット中途o K－

グリットより黒曜石剥片、縄文前期土器片、陶器出土。調査B地区5mX5mのグリット設定o

A地区は、西へかけて表土及び暗褐色土が55～60cmと厚くなり、さらに基盤は、北東から南西

にかけて低く傾斜している。

7月13日　H・L・P－グッリット（G）掘り下げ終了。I・M・Q・Ⅴ－G中途。写真撮影o

M－Gより縄文中期土器片、陶器片及び集石検出。P－Gより磨り石、盤状石出土。G・H・

K－Gに直径40cm位の落ち込みあり。P－G周辺より縄文前期の土器片多数出土。

7月14日I・M－G掘り下げ終了。J・N・Q・Ⅴ－G掘り下げ。A－G断面仮清掃0V－G

黒褐色土層より打石斧頭部出土。P・U－Gには柱穴状の落ち込み多数検出。

7月16日I・N・Q・U・0－G掘り下げ終了。J・R・T・Ⅴ－G中途。B～D・F－G断

面仮清掃。E－Gから西にかけて、幅1．2m位の溝状遺構（縦堀）あり。内耳土器出土0

7月17日　E・S・T・．R・Ⅴ－G掘り下げ終了。W～Y－G中途。Ⅴ－Gより礫群検出0

7月18日　W～Y－G掘り下げ終了。Ⅴ～Ⅹ－Gにかけて溝状遺構（横堀）あり。A～Y－Gの

ベルト断面清掃。A地区全体写真撮影。H－G内にBM・L＝706・000mを設定。調査B地区、

B・C・F・I－G掘り下げ開始。C・F－Gより大礫検出。

7月19日・調査A地区E・Ⅹ・Y－G仮清掃。D・G～I・K・L・N－G断面清掃。写真撮影。

調査B地区A～C、F・I・L－G掘り下げ終了。E・0・R－G中途。I・R－GII層（暗

褐色土）より灰粕、L－Gより内耳土器、須恵器、黒曜石剥片出土。

7月20日　A地区E・J・0・P・S～UG断面清掃。写真撮影。B地区0・R－G掘り下げ終

了。D・F・’N・P・Q－G中途。C～R－Gにかけて溝状遺構（縦堀）あり。出土遺物は少

ない。

7月21日　A地区Q・Ⅴ～Y－G断面清掃。写真撮影。B地区N’・P－G掘り下げ終了。D・H・

K－G掘り下げ中途。N－Gより灰粕出土。

7月23日　A地区S－NI’（F～J－G）セクション、S－NII（K～0－G）セクション、W－

EI（A～U－G）セクション実測。B地区D・H・K－G掘り下げ終了。G・J・M－G中

途。M－Gより打製石斧出土。Q－Gより内耳土器。剥片石器出土。

7月24日　A地区W－EII（B～Ⅴ－G）、W－EIII（C～W－G）、S－NIII（P～T－G）S－

NIV（U～Y－G）セクション実測。W－EI・IIベルトはずし。S－NI～IVベルトはずし

開始。B地区G・J・M－G掘り下げ終了。全グッリット内と断面清掃。
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7月25日　A地区W－EIV（D～Ⅹ－G）ベルトセクション実測。WqEIII・IVベルト、S－N

I～IVベルトはずし。南側半分清掃。ピット（柱穴址）判別。写真撮影。B地区S－NI（D

～F－G）ベルト清掃。写真撮影。W－EI（A～P－G）、W－EII（B～Q－G）ベルト清

掃。写真撮影。調査C地区に、5mX5mのグッリット設定。ベルト設定。

7月26日　A地区北半分清掃。縦堀南側より土墳検出。柱穴址群掘り下げ。縦堀ベルト設定。B

地区E・F・I－Gベルト断面清掃。写真撮影。

7月27日　A地区柱穴址群掘り下げ終了。縦堀I区（E）～Ⅴ区（Y）掘り下げ開始。I～III区

より内耳土器片多数出土。柱穴址群周辺より土壌検出。横堀ベルト設定。

7月28日　A地区縦堀・横堀掘り下げ。縦堀は深さ50～60cmを測り、横堀は25cm前後と浅く西側

はゆるやかである。B地区B・MをL＝701．000mに設定。S－NI・II、W－EI・IIベルト

セクション実測。C地区A・B・F・G－G掘り下げ開始。

7月30日　B地区W－EI・IIベルトセクション、S－NIVベルトセクション清掃、写真撮影、

実測。C地区A・E・F－G掘り下げ。A－Gより鉄粕陶器、E－Gより内耳土器出土。A～E－

Gのかけて、表土から遺物包含層（黒褐色土）までの深さが60～75cmと深く、ロームまではさ

らに15～20cmある。A・E－Gともに大礫（自然）が露出。

7月31日　A地区縦堀全景及び出土遺物写真撮影。ベルト清掃。好天続きの為、水打ち。縦堀内

礫・出土遺物平板測量。B地区S－NVベルトセクション実測。C地区A・E－G掘り下げ終

了。B・F－G掘り下げ中途。

8月1日　A地区縦堀I～IV区ベルトセクション清掃、写真撮影、実測。I・II区内礫・出土遺

物平板測量、ベルト実測、取り上げ。C地区F・K－G掘り下げ終了。B・J・0－G中途。

B－Gより黒色土師器多数出土、E・F－Gからも土師器片出土。K－Gより灰粕皿底部出土。

8月2日　A地区縦堀I・II区礫レベル実測。III・IV区礫、遺物平板測量。ピット2ヶ所掘り下

げ。C地区0－G掘り下げ終了。土師・灰粕出土。B・G・J－G掘り下げ中途。B－G中央

部より焼土集中箇所検出。J－Gより土師・灰粕出土。

8月3日　A地区縦堀III・IV区礫・遺物平板測量。横堀IV区礫・遺物平板測量。取り上げ。B地
l

区S－NI～IV、W－EI・IIベルトはずし。C地区J－G掘り下げ終了。B・G・I・N－

G掘り下げ中途。G－G内北側隅より焼土検出。N・G－Gより土師、灰粕出土。

8月4日　A地区縦堀Ⅴ区磯・遺物平板測量、レベル実測、取り上げ。横堀IV区礫・遺物平板測

量、レベル実測。土墳1・2号半分掘り下げ。昨夜の雨の為、埋ってしまった柱穴址群再度掘

り下げ。B、地区S－NVベルト、W－EI・IIベルトはずし。B地区全面清掃、写真撮影。縦

堀I－YVI区までベルト設定。I・II区掘り下げ開始。旧D－G内にローム層下掘り下げG設定。

8月6日　A地区縦堀I～Ⅴ区礫排除、底部分まで掘り下げ。横堀I～IV区礫排除、掘り下げ。

縦堀・横堀ともに掘り下げ終了。柱穴址群及び周辺出土遺物平板測量、レベル実測。B地区縦

堀I～III区に掘り下げ中途。ローム層下調査グリット掘り下げ。
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8月7日　A地区柱穴址群及び遺物平板測量、レベル実測。横堀平板測量、レベル実測。B地区

縦堀I～VI区掘り下げ。ローム層下調査グリット掘り下げ終了。北壁で70cm、南壁で35cm掘り

下げた面で自然の礫が露出し、出土遺物はない。縦堀IV・Ⅴ区礫・暗茶褐色混土層より灰粕多

数出土。

8月8日　A地区縦堀I・II・III区底部礫・遺物平板測量終了。IV区中途。柱穴址群及び周辺出

土遺物平板測量、レベル実測。土墳1・2号断面実測。横堀IV区礫・遺構レベル実測。B地区

縦堀I～VI区掘り下げ。ベルト清掃。C地区G－G掘り下げ。

8月9日　A地区縦堀IV・Ⅴ区礫及び遺物平板測量、レベル実測終了。I～Ⅴ区遺物取り上げ。

柱穴址群遣物平板測量、レベル実測、取り上げ。B地区縦堀I区礫平板測量。C地区B・S－

G掘り下げ終了。I・N－G掘り下げ中途。S－Gは東側のグリットに比べ浅くなっている。

8月10日　A地区柱穴址群、集石、遺物平板測量、レベル実測。B地区縦堀I～Ⅴ区出土遺物平

板測量。C地区S－NI（I～K－G）、S－NII（Q～S－G）ベルト断面清掃。B・G・I・

M・Q・R－G掘り下げ。R－Gより石剣胴部出土。写真撮影。

8月11日　B地区S－NI（C－G）、S－NII（I－G）、S－NIII（0－G）ベルト断面清掃、

写真撮影。縦堀Ⅴ・VI区礫及び遺物平板測量。C地区M・Q・R－G掘り下げ終了。

8月12日　B地区縦堀I～IV区礫・出土遺物レベル実測。S－NI～IIIベルト断面実測。礫・遺

物取り上げ。ベルトはずし。C地区グリット内全面仮清掃。W－EI（A～Q－G）、W－EII

（B～R－G）ベルト断面清掃。

8月13日　B地区縦堀I～III区清掃。遺構外出土遺物平板測量、レベル実測、取り上げ。C地区

A・B－G内遺物、磯、焼土集中箇所平板測量。S－NI・IIベルト、W－EI・IIベルト写

真撮影。

8月14日～16日　盆休みの為、現場作業休み。

8月17日　B地区縦堀I～III区掘り下げ終了。遺構外出土遺物平板測量、レベル実測、取り上げo

C地区W－EI・II、S－NI・IIベルト断面実測。仝グリット内清掃。

8月18日　B地区縦堀IV～VI掘り下げ終了。清掃。写真撮影。C地区E～G、I～K、M～0、

Q～S－G内出土遺物、礫平板測量、レベル実測、取り上げ。写真撮影、A～C地区坑、立札、

等の器材整理、片付け。本日にて現場作業終了。C地区については、焼土集中箇所を除き、ロ

ーム面等まで遺構の検出が出来ず、調査体制、期間等の不備を痛感し、遺跡に対する担当者の

認識の甘さを反省する。

6週間余にわたり、真夏の炎天下のもとで、発掘調査に作業員として参加していただいた皆様

方の御理解と御協力により、調査ができましたことに対して心から感謝の意を申し上げます0本

当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（小原晃一）
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第II章　遺跡の環境

第1節　地理的及び歴史的環境（第1・2図）

当遺跡は、駒ヶ根市東伊那火山3436－1・2から3466番地に所在する。国鉄飯田線大田切駅よ

り北東へ約4km、主要地方道伊那・生田・飯田線東側台地上に位置し標高は690m～710mを測る。

駒ヶ根市は、三つの地区から成り、天竜川をはさんで西側に赤穂地区、東側南部に中沢地区、

北部に東伊那地区があり、その東伊那地区の北城中央部に当遺跡は位置している。

伊那谷は、諏訪湖より流れ出る天竜川とその支流である各々の田切川により開析され、西に木

曾山脈（中央アルプス）、東に赤石山脈（南アルプス）があり、中央構造線をはさんで戸倉山、高

鳥谷山を初めとする前山の伊那山地が両山脈と並行して走る。こめ伊那山地の一角をなす高鳥谷

山及び火山峠に源を発する塩田川が造り出した扇状地の東城やや高い舌状台地先端部寄りに立地

し、塩田川の左岸に当る。塩田川との比高差は、約40m前後を測る。地質基盤は、礫層から成り、

その上に新期ローム（青木城遺跡では砂質ローム）が堆積している。

遺跡の層位は、基本的には、I層く表土〉～VI層くローム層〉までのVI層により構成されるが、

遺跡一帯が傾斜の強い地形であることと、桑畑・根菜類の耕作地等の環境により、整層を成さな

い。調査A・B地区の浅い所では、I層く表土〉、II層く耕作土〉が30cm前後堆積し、ローム層が

表出する状態である。調査C地区は、窪地であることにより、表土面よりローム層面まで75cm～95

cmと深く割合各層が整層を成している。

遺跡の所在する東伊那地区は、遺跡の宝庫として知られ、大正未年発行の「先史及び原始時代

の上伊那」（故鳥居龍蔵博士著）に数多くの遺跡が確認されている。第2図中1は青木城、2は青

木（平安、中世～近世）、3は青木北（縄文・平安）、4は高山社（中世以降）、5は火山（縄女以

降）、6は塩田城（中世）、7は上塩田（縄文・平安・中世）、8は石経塚（中世～）、9は栗林神

社東（弥生後期）、10は善込（弥生後期）、11は垣外上（弥生）、12は箱畳（平安、中～近世）、13・

14は大久保城（中世）、15は高田城（中世）、16は反目（縄文）、17は遊光（縄文）、18は反目南（縄

文）、19は城村城（中世）、20は小城（中世）、21は桃山（弥生）、22は桃山古墳（消滅）、23は柏原

古墳（消滅）、24は稲村城（中世）、25は稲村古城（中世）、26は殿村（平安）、27は山田（縄文）、

28は丸山（縄文・弥生）、29は狐久保（縄文・弥生）、30は稲荷古墳、31は原城（中世）、である。

これらの中で、特に、青木遺跡は当遺跡の外郭の遺跡であり、昭和58年度に調査（約1200m2）

され、平安未の住居跡1軒、室町時代以降（15世紀後半～16世紀初頭）の住居跡1軒、室町～桃

山時代にかけての堀址2条、同時期と考えられる礎石列、集石址、柱穴址群、近世以降の集石址、

火葬墓等が検出され、古瀬戸灰粕、天日、内耳、青磁等が遺物として出土している。
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第1図　青木城遺跡位置図（S＝1／25，000）
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第2図　青木城遺跡及び周辺遺跡分布図（S＝1／25，000）
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0

第4図　青木城遺跡調査A地区遺構全体図（S＝1／200）
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第5図　青木城遺跡A地区縦掘
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第III章　発掘調査

第1節　調査概要

発掘調査に先立ち、調査区周辺の桑畑、畑地の表面採集を行い灰粕、天目茶碗破片、青磁器片、

鉄瓶、黒曜石剥片等を採集する。

遺跡面積は、20，000m2と広範囲に及ぶが遺跡地が傾斜地に立地していること、桑畑・野菜畑の

耕作物が残っていること、調査体制の不備、期間・予算の制約等から部分的な発掘調査を実施せ

ざるを得なかった。

調査区は、第3図の様に、「城の郭」と推定される第一段目の段丘より約150m、通称「かまとり

線」の東側の桑畑を調査A地区、南西に向って、調査B地区、調査C地区と設定した。各地区と

もに、5mX5mのグリットとし、南より北へ向いA・B・Cグリットと付した。層位を確認する

為のベルトは、グリットに沿って十文字に設け、基本的にはW－E、S－Nとした。

出土遺物は、捜乱層内、整層の遺物包含層内を問わず、比較的堆積土が浅い状態であることか

ら全点ドットを行い、平板測量・レベル実測を行った。

断面実測は、ベルト・遺構を中心として行った。

写真撮影は、全景、調査風景、遺構・ベルトの断面、出土遺物・遺構について実施した。

調査面積は、調査A地区で630m2、調査B地区で400m2、調査C地区で350m2である。

なお、調査C地区については、焼土集中箇所（黒褐色土中）を除き、ローム面までの遺物包含

層まで完掘することができず、出土遺物のドット・平板測量・レベル実測と礫群の実測、写真撮

影の調査に限られてしまった。

第2節　調査A地区遺構と遺物

縦堀（第5・6・10図、図版2・3）

遺構　本跡は、A地区の北端より検出され、主軸は西北をとるが中心部よりやや西に折れ曲がる

状態である。検出された規模は長さ約25mで、東と西へ延びることは確実である。東端で幅1m25

cm、深さ40cm前後、中央部で幅1m65cm、深さ45cm前後、西端で幅2m、深さ50cm前後を測る。

最大幅は2m10cm、最小幅は東端の1m25cmであり、深さは東から西にかけて徐々に増してい

る。堀内の堆積土層は、G－H断面で表土を除きII′層（暗褐色土、ロームブロック多し）が15cm

前後、III′層（暗茶褐色、ロームブロック多し）が15cm前後、Ⅵ帽（III十砂）が10cm前後、VII’層

（III＋砂利）が5cm前後堆積している。C－D断面では、II層が15cm前後、III層が10cm前後、
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VII層が10cm前後、VII′層が5cm前後堆積している。中央部より東側にはIII層の整層はなく、西側

には顕著に見られる。

堀の断面形（掘り込み）は、全体的に見て底部が丸味を帯びた薬研状をなしているが、上幅に

対して深さがないので舟底形と言った方が適切である。掘り込み底部には、こぶし大を平均に人

頭大の花崗岩・花崗閃緑岩が主体をなす自然礫群が堆積しており、東側部分は基盤に露出してい

る状態であった。最下層部には、III層（暗茶褐色土）と砂利の混土層が堆積していたことは、自

然ないし人為的にしろ、流水・導水した痕跡として考えられる。

遺物　縦堀の中から出土した遺物は、上層から下層にかけて内耳土器片が主体を占め、灰粕陶

器、天目茶碗の小破片も出土している。また、縄文時代前期土器片（無文、擦痕、条線文等をも

つ薄手の土器）、縄文前期末～中期初頭（龍畑～梨久保式系）土器片、打製石斧破片、黒曜石剥片

が出土している。

特に、内耳土器は、調査範囲の東端と中央部やや西側の地点III層（暗茶褐色）内より集中して

出土した。

第6図中1～5は、復元実測のできた内耳土器である。実測図には、内耳部分の出土がなかっ

たため復元してないが、内耳部は付くものと考えられる。成形は、器壁内外面及び底部を横ナデ

し、胴部の一部は縦のナデ行い調整している。器壁外面はいずれも煤が付着し黒褐色をしている

が、内面は1・3・5が暗褐色、2が明褐色、4が褐色である。内面におこげ及び煤が付着して

いる資料は出土していない。

1は、ほぼ2／3個体分の破片の復元実測である。口径28．6cm、高さ16．4cm、底径22．8cm、器壁

厚5－8mmを測る。器壁はやや内攣しながら直線的に頸部に至り口綾部はやや外傾する。口唇部

は外側が低く、頸部内面の溝は浅い。底部は内面が波状をなし、やや上げ底である。

2は、口径34．0cmで、器壁厚は5－9mmを測る。口綾部はやや内攣気味である。口唇部は肥

厚し外屈するが内側が低い。頸部内面の溝は深い。頸部のくびれは弱い。

3は、口径29．4cmで、器壁厚は8mm前後を測る。口綾部は外傾し、胴部下は1に似て直線的

である。口唇部は内側が低く、頸部内面の溝は深い。

4は、口径24．4cmで、器壁厚は4．5mm～8mmを測るが、他のものに比べ薄手である。口綾部

は内攣し、口唇ぶは肥厚するが、平らでなく断面形が山形状をなす。頸部内面の溝はなく、頸部

のくびれは強く、胴下半は外傾して立ち上るものと考えられる。

5は、底径（推定）22．6cmで、器壁厚は6～8mmを測る。底部は平坦をなすと考えられる。

胎土は、いずれも1mm以下の細かい長石・英石・雲母粒を含むが、5の底部片のみ4mmの小

砂利を含む。

第10図中7～10、13・15は縦堀出土の縄文時代の遺物である。7は幅の広い隆帯を貼り付け、

直径1cm位の半裁竹管で爪形の刺突を施し、下方には幅の狭い半裁竹管で連続押引をしている。

あまり類例を見ないが、縄文前期末から中期初頭に位置付けられる。8・9は、ともに半裁竹管
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で、横位と斜位の平行沈線文を施す。8は口綾部片、9は胴部片である。前期末から中期初頭の

籠畑～梨久保式に位置付けられる。13は、礫器で石材は砂岩である。長さ8．7cm、幅5．5cm、厚さ2．

3cm、重さ166gである。上端部は、強い打撃の後に弱い打撃を1度行い、下端部は2度の強打撃の

後に弱打撃を数回行っている。縄文早期の押型文等の伴出はないが、形状等からみて早期～前期

頃の石器である可能性が強い。15は、敲打器で、石材は砂岩である。長さ10．4cm、幅5．7cm＼厚

さ3．1cm、重さは281gである。平面形は楕円形、断面形は木葉状で、細身側の側線部と胴部を敲打

している。時代判定は難しいが、縄文前期以降の石器と考えたい。

横堀（第7図、図版2）

遺構　本跡は、縦堀西端南壁に接して、主軸を南西にとって掘り込まれている。が、実際には、

掘り込みが10～20cmと浅く掘り込むと言うよりは削土した状態と言う方が適切である。検出され

た規模は、長さ約22mで、さらに南西に延びることは確実である。北端で幅1m30cm、深さは東

壁で20cm、西壁で10cm、中央部で幅1m10cm、深さは東壁で25cm、西壁で7cmであり、南端は

土手際の為、未調査で全容は明らかでない。中央部から東壁に沿って小港がある。確認された範

囲では幅25～40cm、深さ5～12cmを測り中央部から南に向い徐々に深くなっている。堀内の堆積

土はIII層（暗茶褐色土）で埋まり、底は割合軟かく磯を含む砂質ローム層が基盤をなす。縦堀に

対して深さ・形態ともに劣るが、捜乱の遺構ではないことから、区画・導水等の意味付けをし構

堀として位置付けた。

遺物　横堀の中から出土した遺物は、緑泥片岩の小剥片1点のみである。

柱穴址群（第7・8・10・11図、図版2・4）

遺構　柱穴は総数で57本検出され、縦堀と横堀に囲まれて、ほぼ全域に分布しているが、特

に南西城と南東城に集中している。平面形は円形、楕円形、不整円形と様々で、深さも最低14cm

から最高39cmと統一性がないが、不整円形で深さ25cm前後のものが主体を占める。

柱穴址1号　本跡はP9からP14の6本により構成される。主軸を北北東にもつ長方形で、規

模は短軸2m25cm、長軸3mであり、P9とPlOの間隔は1m80cm、PlOとPllの間隔は1m20cm

であり、P12からP14もこれとほぼ対応する。柱穴の平面形はいずれも不整円形で、深さは15－33

cmと一定ではない。柱穴の底は、比較的堅い。

柱穴址2号　本跡はPlからP8までを想定するが整っていない。Pl～P3が、P4～P6が、P7・P8

とそれぞれ一列に並ぶが相互間の統一性はない。PlとP2の間隔が1m80cm、P2とP3が2m、P4

とP5が1m、P5とP6が1m30cm、P7とP8が2m20cmである。P1－P4－P7の間隔はほぼ2m60

cmである。柱穴の平面形はいずれも不整円形で、深さは17－39cmを測り一定ではない。P4．P6．

P7・P8は間隔がほぼ2m20cmであり整っている。全体的に統一性に欠けるが1柱穴址として把

握した。Pl～P3の底は軟かく、外は割合堅い。
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第．6図　青木城遺跡A地区縦堀出土遺物実測図（S＝÷）

柱穴址3号　本跡はP34からP37の4本により構成される。主軸をほ8割ヒにもつ長方形で、規模は

短軸（P35－P37）2m80cm、長軸（P34－P35）3m80cmであり、P36は南東方向にずれている。

柱穴の平面形は不整円形で、深さは14～29cmを測る。底はいずれも軟かい。

柱列址1号　本跡はP49・P51・P52が想定されP46・P47・P55・P57との関連も考えられる。

P49－P51－P52の間隔はほぼ4m80cmである。柱穴の平面形はほぼ円形に近く、深さは26～34cm

を測る。底はいずれも堅い。
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第7図　青木城遺跡A地区横堀、土壌2号、柱穴址群実測図（S二品）
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第8図　青木城遺跡A地区土壌1号・柱列址1号実測図（S＝志）

－19　－

耕′ニン

ー　20　－

1　　　　　　　2m



遺物

柱穴址1・2・3号、及び柱列址1号周辺から出土した遺物は、中世（15～16C）の常滑窪胴

部片、灰粕瓶胴部片、捨鉢胴部片、18C以降の灰粕陶器片、させる雁首と、主体を占める縄文時

代前期の土器片、打製石斧、スクレイパー、ピエスエスキーユ、黒曜石剥片等である。

第10図中1～6、11、12、14、16～18、第11図中1～3が、柱穴址群より出土した主な遺物で

ある。第10図中1～6は、縄文時代前期土器片である。1は胴部をやや肥厚させ爪形を施し、上

部には半裁竹管状の施文具で斜めの条線を付けさらに縦方向にも付けている。無繊維で、3mm前

後の長石・石英を多く含む。2・3は同一個体と考えられ、2は隆帯を貼り付け爪形を施し、斜

条線を付けている。3は交互に斜条線を施す。4は斜めの条痕を施す。5は交互に斜条線を施す。

6は無文土器片で、縦位の擦痕が見られる。1～6はいずれも内面には指頭圧痕が見られ、特に

2－5は顕著である。総じて縄文時代前期初頭の東海系の土器として位置付けられる。11は結節

縄文を施した上に半裁竹管で平行沈線文を付けている。縄文時代中期後半に位置付けられる。12

は横位の2条の沈線と孤をなす沈線を施す。中期末から後期初頭に位置する。14は砂岩製の打製

石斧頭部片で、片面に自然画を残す。16－18は陶器片である。16は捨鉢胴部で括り目は7条あり

ゃや磨耗が著しい。粕は薄い鉄粕がかけられ茶褐色をしている。16C初頭に位置する。17は鉄瓶

皿底部で推定底径8．6cmを測る。粕は内面が厚く、外面は薄くともに茶褐色である。底部は糸切りを

している。18は灰粕丸碗口綾部片で粕色は灰白色である。推定口径9．8cmである。17・18は18C以

降に位置付けれれる。第11図中1は黒曜石製のサイドスクレイパーで長さ4・3cm、幅2cm、厚さ

5mmを測る。弓なりの剥片を利用し片側面のみ調整し自然面が残る。2ほどエスエスキーユで長

さ2．8cm、幅1．5cm、厚さ8mmを測る。表・裏面はシャープな利敵をしているが上・下端は打撃が

加えられている。1・2ともに、縄文時代の所産であり、前期土器の出土等から伴出の可能性も

ある。3はきせるの雁首で表面は全体に緑青がふいていることや残存状態が良好なことから真銀

製とも考えられる。長さ6．4cm、胴径1cm、詰め口径1．4cm、厚さ0．5mm～1mmを測る。内部

に竹管の筒が残存している。

土壌1・2号（第7～9図、図版2）

土墳1号　本跡は縦堀南側より検出された。規模は長軸1m40cm、短軸80cm、深さ48cmを測る。

平面形は楕円形、断面は鍋底形であるが西南壁は二段となっている。掘り込み、底部ともしっか

りしていて、堅い。東側に20cm離れて直径40cm深さ38cmのピットがある。堆積状態は整層をな一

し、中層以下は小石が混じるIII′層が35cm前後堆積している。

出土遺物はなかった。

土壌2号　本跡は柱穴址1号と2号の間北側より検出された。規模は長軸1m50cm、短軸1m10

cm、深さ20cm前後を測る。平面形は隅丸長方形、断面はタライ状である。掘り込みは浅く、底部

は軟弱である。堆積状態は桑畑の耕作等の撹乱を受け、主にII～II’・III’・IV層が堆積する。　出

土遺物は縄文前期土器小破片が1点東壁より出土している。
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第10図　青木城遺跡A地区縦堀及び柱穴址群出土遺物実測図（S＝÷）
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第3節　調査B地区遺構と遺物

縦堀（第12～14図、図版5・6）

遺構　本跡はB地区北城から検出され、現在の桑畑の石垣とほぼ平行しており、主軸を東西軸に

もつ。検出された規模は長さ約18mで、東と西へさらに延びると考えられる。東端から西へ4mの

地点で幅2m60cm、深さ70cm前後、中央部で2m15cm、深さ90cm前後、西端で2m20cm、深さ

80cm前後を測る。最大幅は2m60cmで、最小幅は1m55cmである。東から西へかけて徐々に深く

なる傾向であるものの、中央部が他に比べ15cm前後深くなっている。

堀内の堆積土層はE－F断面で表土を除きII層が35cm前後、II′層が10cm前後、VII層が25cm前

後堆積している。E－F断面内北側は大礫（60cmX80cm前後）が自然露出していて堀底の状態は詳

細でない。C－D断面ではII層が15cm前後、III層が10cm前後、III′＋VII層が10cm前後、Ⅴ層が10

cm前後、VI層が10cm前後一同レベルでⅥI層が15cm前後、ⅥI′層（礫混）が30cm前後堆積している。
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ATB断面では、II層が15cm前後、III層が20cm前後、IV層が10cm前後p同レベルでVII層が15cm

前後、VII層（礫混）が30cm前後堆積している。堆積状態を見ると、E－F断面を除き、III層（暗

茶褐色土）の下にⅥT層（III＋砂）があり、さらにIV′層（黒褐色土）の下にVIT′層（III＋砂利・礫）

が堆積している。このことは、常に流水があったのではなく一度流水がなく腐植土が堆積し、そ

の後、再び流水したことを表している。特に、C－D断面の内、北壁側にはVI’＋ⅤIl、IV＋Vll、VII＋

VI′、IV＋VIIという層の堆積が見られ、IV（黒褐色）とVII（III＋砂利）が混じりながら交互に堆積

し整層をなしている点は注目される。

堀の断面形は東側で舟底形、中央部で鍋底形、西側で薬研形をしており、一見規則性に欠ける

と考えられるが、堆積土の状態や花崗岩・花崗閃緑岩を主とする自然礫を含む基盤までの人為的

な堀り込みから判断すると、流水時の水力を調整しながら構築していると考えられる。また、堀

の幅と深さとの関係、堀底の蛇行からも裏付けられるのではないか。

遺物　縦堀の中からはIII層及び最下層のⅥI及びⅥI′層の直上から遺物は出土している。

第13図中1－7は灰稚陶器、8は内黒土師器、9・10は須恵器で堀より出土し、11～13は遺構

外出土である。1～3は碗で1はゆるやかな立上がりをし口唇部を肥厚する。3も同様重ね焼き

の痕跡が残る。2は丸味を帯びる貼り付け高台をもつ。1は堅致な胎土で2・3はひびが入るほ

ど粗雑で粕は灰白色である。1－3は漬け和である。4～7・11は皿である。4は内反する付高

台をもち糸切り底である。5はゆるやかに立上がり丸みを帯びた付高台をもつ。6も同様の立上

りを見せるが高台がシャープにつけられている。7は口唇部下が稜をもち外面はへラ削りである。

11は6と同様の高台をもつが、外反する。重ね焼痕が内面に残る。4～6・11は胎土は堅敦であ

るが、7は爽雑物を含む。総体的には、10C半ば～11C初に位置付けられ、東濃産が主であるが、
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第13図　青木城遺跡B地区縦堀及び遺構外出土遺物実測図（S二÷）
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11は古く7は新しいところに位置付けられる。8は黒色土師器底部で、外反する付高台をもちへ

ラ酢）後ナデている。内面には雑な暗文を施す。10C半ばに位置付けられる。9・10・12は須恵

器窪で、9・10は平行叩き目を外面に施す。12は外反する口唇部をもち反り割合シャープである0

総じて9C半ばに位置付けられる。13は青磁碗口綾部で、推定口径13・8cm、器壁厚は3～4mm
かん

で、粕色は濃緑色で、粕は0．5mm前後である。口唇部はやや肥厚する0醇人はない0宋～元に位

置付けられる。第20図1の打製石斧は遺構外から出土している。自然面はないが刃部を欠く0硬砂岩製0

調査B地区から縦堀以外の遺構が検出されなかったため、南城にローム層下調査グリット（2

mx2m）を設定して堀り下げてみたが、北壁で70cm、南壁で35cmの地点から自然の角礫群が露

出したのみで、出土遺物はなく砂質ローム・礫の混土層が基盤となった0

第15図　青木城遺跡C地区遺構全体図（S＝1／200）
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第4節　調査C地区遺構と遺物

焼土集中箇所（第16～20図、図版7・8）

遺構　本跡は調査C地区の東城より検出され、東西1m80cm前後、南北2m前後の範囲にわた

って、焼土・木炭の分布が見られ、焼土はその中央部と南側に3～5cmの厚さで遣存していた。

北寄りには15cm角から30cm角の大小5の礫が置かれており、いずれも花崗閃緑岩で焼けていた。

30cm東南に牡れて60cmX80cm位の範囲に焼土・木炭の分布も見られた。この分布の中に、直径

20cm深さ30cmの円形のピットがあり、北に1m70cm離れて直径20cm深さ28cmの同様のピット

も検出された。両ピットともに底は割合に堅い。焼土集中箇所の基盤は黒褐色土層で、ピット寄

りから東はローム層である。

遺物　第18図が出土した主な遺物である。1～3は灰粕陶器、4・5・11～14が土師器、6～10が

黒色土師器である。1・2は碗で、1はゆるやかな立上りを見せ、内外全面につやのある灰粕（淡

灰緑色）をパケ塗りしている。2は丸みを帯びた付高台をもつ。粕は灰色粕が内外面に施されて

いる。3は皿で器壁は2－3mmと薄く口唇部は外反しくびれをもつ。粕色は灰青色である。1

～3はいずれもナデ整形である。2・3は11C半ばに位置付けられ、1はやや古く位置付けら

れる。4・5は杯口綾部、11～14は杯底部である。4は口唇部が肥厚し外面に指ナデ調整痕が顕

著で、内面はへラナデである。5は一定の厚さでやや内湾気味の口綾部である。内面口唇部1cm

幅位が黒色をしている。内外ともにナデ整形。11～14はいずれも糸切底で、11は上げ底で内外と

もに炭化物が付着している。内面ナデ整形。12は底部の調整が悪く丸底状になっている。外面に

炭化物付着。13・14は、11・12に比べて、底部の立上りがシャープである。13は雲母を多く含む。

14は、明黄褐色をしていて長石・石英を多く含む。ともに、内外ナデ整形である。6～8は埠口

綾部で、9は皿口綾部、10は杯底部である。6・7は口綾部がや外傾し、8は外反する。いずれ

も暗文はなく、内外ともにナデ整形で外面には指ナデ痕が顕著である。9は口綾部半ばが肥厚し、

直線的に外傾している。内外ナデ整形である。10は糸切り底で、底部中心部が盛り上がっている。

立上りは丸みを帯び、内外ナデ整形で、外面には指ナデ痕が顕著である。土師器・黒色土師器は

総じて、10C後半にかけて位置付けられる。

なお、焼土集中箇所から西へ5m地点には、直径45cmの円状に4cm前後焼土が遺存し、又、さ

らに北西へ8mの地点には、グリット際から直径55cmの半円部分のみの検出であったが3cm前

後焼土が遺存していた。前者の周辺からは第20図中20の土師器杯底部が出土している。糸切り底

部で上げ底をなす。立上りはゆるやかで、外面ナデ、内面へラでかき上げている。10C後半に位

置付けられる。焼土集中箇所及び周辺の遺物分布状態は第19図を参照されたい。

遺構外出土遺物（第20・21図、図版8）

焼土集中箇所及び周辺を除き西城黒褐色土層上位から出土したものが主あり、北西城はローム

－　28　－
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第18図　青木城C地区焼土集中箇所出土遺物実測図（S＝÷）

第19図　青木城遺跡C地区焼土集中箇所遺物分布図
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面上から出土している。

第20図1～5は灰粕陶器碗、6～8は灰粕陶器皿である。1は口唇部がやや肥厚する。2は1／

6個体で、丸みを帯びた付高台をもち底部内面は厚く、口綾部にかけて細身となり口唇に至り肥厚

しやや外傾する。3は口唇部が外反し胴部にかけて肥厚する。1－3は粕色が灰白色であり、漬

け粕である。4・5は高台が外傾し稜をもつ。ともに破片部分に粕は見られない。6は底部上端

から外反しながら立上りを見せ口唇部は外屈する。7はやや内湾気味の口綾部で、口綾部に沈線

状の凹線をもつ。8は稜をもつ高台が付けられ胴部は内湾しながらくびれて外屈するロ縁部をも

っと考えられる。4・5・8は高台内は削り後、ナデている。碗・皿ともに内外ナデ整形である。

4－8はいずれも漬け粕で胴下半部までの地軸である。9・10は瓶の底部片で、付高台をもつ。

9は胎土は堅致であるが、10は爽雑物が多く空洞が生じている。灰粕陶器は総じて10C末～11C

半ばに位置付けられる。11・12・13は須恵器で、11は付高台をもち瓶の底部と考えられる。12・

13は窪胴部片で12は平行叩き目、13は格子目文が施され調整されている。9C半ばに位置付けら

l　　　　　　　　・亀
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第20図　青木城遺跡C地区遺構外出土遣物実測図（S＝＋）
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れる。14～18は黒色土師器杯である。14は1／5個体で、口唇部はやや外反する。底部はシャープに立

上る。15は口綾部1／2個体で、内面には雑な曙文が付けられている。内外面ともにナデ整形である

が、外面胴部下半にはへラ削り痕も残る。胴部は肥厚し、口唇部はやや外反する。16－18は底部

片で、いずれも糸切り底である。16は丸みを帯びて立上り、17、18はややくびれて立上る。暗文

はない。10C半ばに位置付けられる。19は土師器隼で直線的な立上りをし、口唇部は外反する。

外面には指ナデ整形痕が顕著に残り、内面は4条の沈線状の平行線が見られる。器形から判断す

ると高台が付くものと考えられ、10C未に位置するものであろう。20・21は杯底部である。22は

青磁碗の底部高台部分と考えられる。粕色は淡緑色で、胎土は堅致であるが爽雑物を含み灰白色

をしている。粕は、高台内側半ばまでかけられている。中国南采～明（12～14C）にかけての所

産であろう。

第21図中1～3は打製石斧で、短冊形である。1・2は硬砂岩製で、1は刃部を欠き、2は若

干刃部を欠く。2には自然面が残る。3は石材が片状ホルンフェルスに属すると思われる。刃部

を欠く。縄文時代中期以降に位置付けられる。4はへラナデの上に半裁竹管による縦位の連続押

引文が施される。胎土には雲母・長石を多く含む。縄文前期に属する。5は折り返し□綾部で棒

状施文具で斜条線を施す。縄文中期後半に属する。6は口唇部に沿って平行沈線文を施す。色調

は黄白色である。縄文晩期に属する。7は、石剣の胴部片である。部分的にススける。緑泥片岩

製。8は半裁竹管で何度も平行沈線を施し条痕文状にまねている。縄文晩期～弥生初頭に属する。

9は櫛状施文具で波状文を施す。弥生後期に属する。10は土錘で、両端を欠くが表面には指紋が

残る。孔は円形で筒状の植物等に粘土を巻きつけて製作したものと考えられる。11は土師器窒底

再
出
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第21図　青木城遺跡B、C地区遺構外出土遺物実測図くN0．1のみB地区〉
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部で内面には指ナデ痕が残る。10・11はC地区出土の土師器の年代－10C半ばに位置付けられよう。

第Ⅴ章　まとめ

昨年度の青木遺跡の発掘調査に続いて、本年度は青木城の本拠地へと下る台地中央部の調査を

実施した。青木遺跡では、台地を東西に3分割する縦堀2条と、15世紀から16世紀にかけての住

居跡1軒、同時代の柱穴址群、焼土・木炭集中箇所、配石遺構、礎石などの遺構が検出され、遺

物では古瀬戸灰粕、天日、内耳土器等が出土したが、青木城館主と推定される牛山道賢に関する

記述「天正元年牛山道賢、普郡東伊那村青木城に居し、同二年本城（富県村牛ケ城をさす）へ樽

移す。」（『長野県町村誌　南信編』）、東伊那火山の高山神社棟札（天正十六年銘）等を実証するま

でには至らなかった。

本調査（南信土地改良事務所受託事業分）では、青木遺跡から検出された北側の縦堀がさらに

西へ延びてきたものと推定できる堀（A地区）、台地を傾斜面の変化点（段差をもつ）で南西に区

画していたと考えられる横堀（A地区）、さらには蛇行しながら台地の南側に構築されてきたと考

えられる縦堀（B地区）が主要な遺構として検出された。A地区の縦堀とB地区の縦堀との間隔

は約40mを測る。A地区の縦堀は上幅1m25cm～1m65cm、深さ40－45cm、B地区の縦堀は上幅

2m15cm～2m60cm、深さ80～90cmを測る。この2条の縦堀を数値比較すると同地形でないのに

上幅は1：1．6～1．8、深さ1：2となる。また、堀り込みの断面形はA地区で舟底形、B地区で

薬研形として把握でき、前者は堀底の蛇行が弱く、後者は強い。さらに堀の堆積土状態は深さと

も関連するがA地区縦堀はⅥI層上にII層が一次堆積し、B地区縦堀はVII′層上にIV′層の一次堆積、

VII′層上にIII層が二次堆積している。これらのことは台地上に構築された堀と台地南端に構築され

た堀の差のみでなく、導水の目的に加えて、生活・生産領域等までも意識して、規則性をもって

構築されたことを意味していると考えられる。なお、A地区縦堀からは内耳土器が、B地区縦堀

からは灰粕陶器がそれぞれ主体を占めて出土したことは、堀の性格を別にして、自然や歴史の成

せる技であるとして興味を引く。両堀の明確な時代判定は困難であるが、15～16世紀に位置付け

られる。

その他の遺構としては柱穴址群、柱列址、土境が中世期のものとして想定できるが、特に周辺

からの縄文時代前期土器の伴出は当遺跡内に生活一集落跡の存在を暗に示すものである。

C地区より検出された焼土集中箇所とこれに伴う土師器・黒色土師器（10C半ば－末）、灰粕陶

器（10C前半－11C初。主体は東濃産古くは猿投新しくは中津川産）等の遺物の検出は、城館址の

前時代の人々の生活跡として位置付けられ、遺跡の継続性を研究する資料として貴重である。

貴後に、当遺跡の陶磁器鑑定をしていただいた瀬戸市歴史民俗資料館長官石宗弘氏、同学芸員

藤澤良祐氏両名に心から感謝申し上げると同時に、既刊行の青木遺跡報告書中の記述で、「古瀬戸」

を「黄瀬戸」と誤謬し御両名に御迷惑をおかけしたことをおわび致します。　　（小原晃一）
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出　土　遺　物　一　覧　表

弾計測値の単位は、重さのみがgで、外はcmである。

番

号

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴
高 さ

長 さ）

口径

（幅 ）

胴径

厚 さ）

底径

重 さ）

1 第13図 灰　 粕 口綾部 15～16 C 2 ．6

16．4

14 ．3

25

7．9

22．8

22．8

色調一 日灰色、胎土一砂粒 をほ とん ど含 まず粘土のキ メは比較的細かい・、娩成一良好

2 第 6 図 内　 耳 ／／ 1／
29 ．4

28

34

24．4

色調一暗褐色（外オコゲ）、胎土一1・5mmのあらい長石粒 ま じ争、焼成一 良好

3

4

5

6

7

第10図

第10図

土　 器

内　 耳

〝

〝

土　 器

J／

胴　 部

／／

ロ縁部

深鉢、胴部

Jl

付

け

／／

縄文中期

色調一褐色、胎土一雲母 ・長石 多し、焼成一良好、文様一半裁竹管に よる斜めの平行
沈線文下位末端に横位平行沈線あ り

色調一暗褐色、胎土一粗い長石 ・石英 ・こまかい雲母、焼成一良、文様一斜縄文

8

9

10

1 1

12

第 6 図 内　 耳

〝

〝

〝

〝

底　 部

〝

口縁部

頸　 部

底　 部

15～16 C

押

付

Jl

JJ

色調一暗褐色、胎土－やや粗い（2mm以下）砂粒、 こまかい長石 ・石英 ・雲母含む焼成

ー良好

第 6 図 N0．8 と同一個体

〝

第 6 図

第 6 図

色調一暗褐色、胎土－こ まかいが 4 mmの小砂利含む、娩成一良好

1 3 土　 器 深鉢、胴部 縄文中期 無文

14 内　 耳 口縁部 15～16 C N0．8 と同一個体、 1 ／5個体

1 5 JJ ／J Jl JJ N0．8 と同一個体

16 ／J ／J Jl JJ 色調一明褐色、胎土－ 1 mm以下の長石 ・石英、焼成一良好

17 11

第 6 図

第 6 図．

第10図

第 6 図

1／

J／ 底　 部 1／ N0．8 と同一個体

18

19

20

2 1

22

23

24

25

26

2 7

2 8

2 9

30

石　 器

内　 耳

〝・

〝

〝

〝

〝

〝

内　 耳

土　 器

打製石斧、剥片

黒曜石、剥片

〝

頸　 部

ロ縁部

胴　 部

底　 部

興 部

底　 部

〝

細文中期

〝

〝

15－16 C

〝

〝

〝

〝

〝

〝

硬砂岩

色調一褐色、胎土－ 1 mm以下の長石 ・右英（砂粒 ）、焼成一 良好

NoJ7 と同一個 体

N0．8 と同一個体

色調一褐色 、胎土一 金雲 母 ・長石多 し、焼成一良好、文様 一半裁 竹管による平行 沈線
を横 走

胴　 部

深鉢 、ロ縁部

15～16C

縄文中期

15－16C

／／

縄文 中期

3 1

3 2

3 3

3 4

石　 器

内　 耳

〝

石　 器

打製石斧 、短 冊形

底　 部

頸　 部

打製石斧 、短 冊形

硬砂岩 、完形

胴部 のみ

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

内　 耳

11

土　 器

内　 耳

灰　 粕

内　 耳

〝

〝

〝

〝

〝

底　 部

〝

深鉢 、胴部

底　 部

小形鉢、 ロ緑部

胴　 部

〝

〝

〝

〝

口縁部

15－16C

JJ

縄文

15～16C

中世

15～16C

Jl

ル

ル

ル

ル

N0．8 と同一個体

〝

無文
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番

号

挿

図

種

別

形　　 態 時代 及
び時期

計　 測　 値
痔　　　　　　　　　 徴

高さ
長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

46

47

48

49

50

5 1

第6図

第10図

第10図

第10図

第10図

内　耳

〝

土　器

内　耳

〝

石　器

胴　部

底　部

深鉢、胴部

底　部

rl

黒曜石

15～16 C

〝

縄文

15～16C

JJ

縄文中期

15～16C

JJ

縄文

〝

N0．8 と同一個体

サイドスクレイパー

52 敲打器、剥片 硬砂岩

53

5 4

5 5

5 6

5 7

土　器

内　耳

Jl

土　器

深鉢、胴部

ロ緑部

胴　部

硬砂岩、剥片

深鉢、胴部

無文

無文

58 石　器 打製石斧、短冊形 縄文中期 刃部欠く、緑泥片岩

59 JJ 敲打器、剥片 J／ 硬砂岩

60 JI 打製石斧、剥片 JJ 〝　、胴部のみ

61

6 2

6 3

6 4

65

66

67

68

69

70

7 1

72

73

74

7 5

76

土　器

内　耳

JJ

JJ

土　器

内　耳

〝

JJ

天　日

石　 器

剥片

探鉢、胴部

石　英

黒曜石、剥片

胴　部

頚　部

rJ

黒曜石、剥片

深鉢、胴部

胴　部

〝

JJ

茶碗口縁部

打製石斧、短冊形

硬砂岩、剥片

と石破片

JJ

縄文前期

縄文

縄文

15～16 C

Jl

J／

縄文中期

Jl

15～16C

rJ

11

15C

縄文中期

Jl

中世

色調一明褐色、胎土－やや粗い長石多し、センイ若干、焼成一良好、文様一縦位の擦
痕あり、内面ナデ

竹管文

完形、砂石

石　器 安山岩

77 Jl 敲打器 縄文中期 完形、硬砂岩一部する

78 土　器 探鉢、胴部 JJ 前期 色調一褐色、表面褐色、胎土－0．5－2．0の長石・石英を含む、焼成一良好、文様一条
線文

79 石　器 すり石 JJ 中期 砂岩

80

8 1

8 2

8 3

8 4

8 5

土　器

JJ

石　器

地　軸

石　器

土　器

深鉢、胴部

rl

打製石斧、短冊

碗、日録部

長石破片

深鉢、胴部

JJ 前期

11

1／中期

16C

縄文前期

色調一明褐色、胎土一石英多し、無センィ、焼成一良好、文様一条痕文

刃部のみ、碩砂岩

色調一褐色、表面炭火物付着、胎土－4mm～1mmの粗い長石含むセンイ若干、焼成－
良好、文様一瓜形十条線文

86 1／

第10図

施　粕 すり鉢、胴部 16C 色調一褐色、胎土一灰黄色、焼成一良好、調整一外…へラ、内…ナデ

87

8 8

8 9

土　器

天　 日

土　器

深鉢、胴部

胴　部

深鉢、胴部

縄文前期

15C

縄文前期

条線文

条線文

90

91

92

Jl

灰　粕

石　器

Jl

瓶、胴部

すり石

JJ

11C

縄文中期

沈線文

硬砂岩

93

94

土　器

常　滑

深鉢、胴部

確
瓦

縄文前期末～中期

15C半

色調一明褐色、胎土－1mm～3．5mmあらい長石含む、センイ若干、焼成一良好
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番

ロ了

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

長さ）

口径

（幅）

胴径

厚さ）

底径

重さ

9 5

9 6

97

98

9 9

1 00

1 01

1 02

1 03

1 04

10 5

10 6

10 7

10 8

10 9

11 0

第 10図

第10図

地　 軸

石　 器

石　 器

施　 粕

土　 器

地　 軸

土　 器

地　 軸

施 ．粕

碗、胴部

緑泥片岩、剥片

砂岩

〝

長石 塊

碗、胴部

黒曜石、剥片

輝線岩

深鉢、胴部

チャート

茶碗、口緑部

深鉢、胴部

割 青石、剥片

硬砂岩、剥片

碗、口緑部

鉄粕、鉢、底部

16C

縄文中期

中世l

18 C 以降

縄文中期

縄文前期

〝

18C 以降

縄文前期

JJ 中期

11

15C

18C 以降

2．8 1．5 0．8

8．6

2

和一茶褐色、全面、胎土一灰白色、爽雑物多し、焼成一良、底部糸切り

11 1

11 2 第10図

石　 器

土　 器

花崗岩

深鉢、胴部 縄文中期後半
色調一赤褐色、胎土一径0．2－3．0mmの長石 ・石英などをやや多目に含む、焼成一良好
結節縄文

11 3

11 4

11 5

116

117

1 18

1 19

1 20

1／

第11図

第11図

1／

施　 粕

内　 耳

石　 器

土　 器

石　 器

土師器

土　 器

J／

碗、胴部

頁岩

胴　 部

黒曜石

輝線岩

鉄粕皿、胴部

黒曜石

縄文前期

18C

縄文

16C

縄文中期

18C

縄文中期

色調一明黄褐色、胎土一径0．2－2 ．0mmの長石 ・石英などをやや多目に含む、焼成一艮
爪形十条線文

タッチあリ

タッチあり

1 21

1 22

1 23

すり石

壷、底部

探鉢、胴部

11

10 C

縄文前期

硬砂岩

擦痕あり

12 4

12 5

12 6

11

1／

石　 器

石　 器

付

け

ピエスエスキーエ

J／

JJ

縄文

指痕

〝

黒曜石

12 7

12 8

12 9

礫　 器

ーl＋・l・・u l⊥l

JJ 硬砂岩、一部する

石　 器

化岡石

すり石 縄文中期 花崗岩

13 0 土　 器 深鉢、胴部 Jl 無文

13 1 ／J JJ 縄文前期 指痕あり

13 2

13 3

13 4

13 5

136

137

石　 器 すり石

割召石、剥片

碗、胴部

硬砂岩、剥片

乳 胴部

キセルがん首

縄文中期

〝

15C

縄文中期

10C

縄文後期

硬砂岩

天　 日

土師器

土　 器

タッチあり

内部に木質部の小片残存。表面は全体にわたってロクショウをふ く

138 第10図 深鉢、胴部 色調一淡黄褐色、胎土一径0 ．2－2．0mmの長石・石英 ・金雲母などをやや少な目に含む
焼成一良好、文様一沈線文

139

1 40

1 41

1 42

14 3

付

け

ル

ル

石　 器

ル

ル

ル

ル

すり石

縄文前期

〝

JJ

〝

棺痕あり

〝

〝

〝

輝線岩、棒状

ー　38　－



番

号

挿

図

種

別
形　　 態 時代及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴高さ
（長さ）

口径
（幅）

胴径
帽 さ）

底径
重さ）

144

14 5

146

147

148

149

第11図

第6図

土　器

石　器

土　器

深鉢、胴部

硬砂岩、剥片

黒曜石、剥片

石　英

割青石、剥片

深鉢、胴部

縄文前期

縄文中期

11

縄文中期

縄文前期

（6．5）

4．3

8．7

10．4

3．9

2

5．5

5．7

1．8

0．5

2．3

3．1

57

5

166

281

指痕あり

沈線＋指痕

150

1 5 1

1 52

石　器

石　器

すり石

黒曜石、剥片

すり石

縄文中期

JJ

JJ

硬砂岩

硬砂岩、一部たたく

153 打製石斧、短冊形 JJ 硬砂岩

154 JJ 長　石 中世 かたまり

155 JJ すり石 縄文中期 硬砂岩

156 J／ 黒曜石 ／／ サイドスクレイパー

157

1 58

1 59

16 0

16 1

16 2

16 3

16 4

16 5

16 6

16 7

16 8

16 9

170

17 1

172

173

1 74

1 75

1 76

1 77

17 8

17 9

18 0

18 1

18 2

18 3

18 4

18 5

土　 器

内　耳

〝

〝

〝

土　器

〝

内　耳

〝

〝

〝

土　器

内　耳

土　器

内　耳

石　器

土　器

内　耳

〝

土　 器

内　耳

〝

〝

〝

〝

土　器

深鉢、胴部

口緑部

底　部

胴　部

〝

探鉢、胴部

〝

底　部

〝

胴　部

底　部

深鉢、胴部

底　部

深　鉢

胴．部

礫　等

深鉢、胴部

底　部

胴　部

深鉢、胴部

胴　部

JJ

底　部

胴　部

〝

黒曜石、剥片

探鉢・胴部

黒曜石・剥片

探鉢・ロ縁部

縄文前期

15～16C

〝

JJ

〝

縄文前期

JJ

15∵16 C

〝

〝

J／

縄文前期

15－16C

縄文

15－16C

縄文前期

縄文

15－16C

JJ

縄文前期

15～16C

〝

〝

〝

〝

縄文中期

縄文前期

縄文中期

JJ 初

指痕あり

擦療あり

N0．8 と同一

第6図

第6図

第10図

No．12と周一

砂岩、

指痕あり

N0．8 と同一個体

無文

土　器 蛇体貼りつけ

186

18 7

18 8

18 9

J／

土　器

深鉢・胴部

黒曜石・剥片

〝

深鉢・ロ縁部

縄文前期

縄文中期

〝

〝　 初

擦痕あり

色調一暗褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや少な目に含む、
焼成一ややあまい、文様一隆帯＋竹管

190

19 1

19 2

石　器 敲打器

硬砂岩・剥片

緑泥片岩・剥片

付

け

JJ

硬砂岩
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番

号

挿

図

種

別
形　　 態

時代 及

び時期

計　 測 つ直

特　　　　　　　　　　　 徴
高さ
長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

193

19 4

1 95

1 96

1 97

1 98

1 99

2 00

2 0 1

2 02

2 03

2 04

2 0 5

2 06

2 07

2 0 8

2 0 9

2 1 0

2 1 1

2 1 2

2 1 3

2 14

2 1 5

2 16

2 17

第13図

第13図

第13図

第13図

第13図

灰　粕

灰　軸

Jl

須恵器

灰　粕

〝

JJ

JJ

〝

施　粕

〝

JJ

天　 日

灰　粕

須恵器

灰　粕

内　耳

灰　軸

〝

Jl

須恵器

〝

硬砂岩・剥片

碗・胴部

割召石・剥片

碗・口縁部

碗・胴部

蛮・胴部

碗・口縁部

〝・胴部

JJ ・底部

Jl ・胴部

JJ ・　〝

Jl ・　〝

JJ ・口縁部

〝・胴部

〝・　〝

〝・　〝

聾・胴部

碗・胴部

胴　部

黒曜石・剥片

瓶・胴部

碗・ロ綾部

〝

碧・胴部

〝

縄文中期

11C

縄文中期

11C

〝

〝

〝

〝

JJ

〝

JJ

16C末

〝

〝

15C

11C

2．2

10．7

10．8 5．6

く以上調査 A 地区 出土 〉

色調一黒色、胎土一径0．2～2．0mm砂粒をごく少量含む、焼成一良好、平行叩き目

No．197と同一個体

色調一陪青灰色　胎土一径0．2－1．5mmの砂粒をやや多目に含む、焼成一良好、平行叩

11C

15－16C

縄文中期

11C

J／

J1

11C

JJ

11C

ル

ル

縄文前期

11C

縄文中期

11C

J／

縄文

／1

11C

縄文

11C

縄文

11C

18C

日き目

タッチあり

格子目

218

2 1 9

2 20

2 2 1

2 2 2

2 2 3

2 2 4

2 2 5

2 2 6

2 2 7

2 2 8

2 2 9

2 3 0

2 3 1

2 3 2

2 3 3

23 4

23 5

23 6

23 7

23 8

23 9

／／

灰　粕

／J

土師器

灰　相

即

JJ

土師器

土　器

啄 粕

土　器

灰　粕

J／

土 ＿器

11

灰　 粕

土　 器

土師器

灰　粕

土　 器

灰　粕

施　粕

／／

碗・底部

碗・胴部

杯・胴部

碗・胴部

／J

JJ

杯・胴部

深鉢・胴部

碗・胴部

深鉢・胴部

口縁部

／1

深鉢・胴部

／J

皿

深鉢・胴部

杯・胴部

碗・胴部

深鉢・胴部 ．

皿

碗・胴部

平行叩き目

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的細かい、焼成一良
好

色調一日灰色、胎土一砂粒はほとんど含まず、粘土のキメは非常に細か・い、焼成一良
好、1／4個体

N0．1 と同一個体
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番

ロ
‾ラ‾

挿

周

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴
高さ

（長さ）

口径

（幅）

胴径

憎 さ）

底径

（重さ）

24 0

第13図

第13図

第13図

第13図

第14図

第13図

第21図

土　 器 皿 11C

（8．8 ）

15．3

13．8

5 2．1

5．6

6．9

6．9

124

No．233と同一個体、1 ／4 個体

24 1

24 2

24 3

24 4

24 5

24 6

24 7

24 8

24 9

25 0

25 1

25 2

25 3

254

2 5 5

2 56

2 57

2 58

2 59

2 60

2 6 1

2 62

2 63

2 64

2 65

2 66

2 67

2 68

2 69

27 0

27 1

27 2

27 3

27 4

27 5

27 6

27 7

27 8

27 9

28 0

28 1

28 2

28 3

28 4

灰　 軸

内　 耳

灰　 粕

〝

〝

JJ

〝

〝

土・器

灰　 粕

fJ

内　 耳

土　 器

〝

灰　 粕

土師器

施　 粕

〝

土　 器

土櫛器

石　 器

青　 磁

灰　 粕

天　 日

石　 器

施　 粕

石　 器

施　 軸

須恵器

内　 耳

施　 粕

土　 器

土師器

〝

〝

灰　 粕

土師器

碗 ・胴部
色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的細かい
焼成一良好

No．241と同一個体

色調一灰色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土もかなりキメが細かい
焼成一良好

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土はキメの非常に細かく良質
焼成一良好

No．241と同一個体

砂岩、スス付着

色調一浪緑色、胎土一暗灰色爽雑物混じる、焼成一良好

硬砂岩、刃部欠く

胴　 部．

碗 ・底部

碗 ・胴部

〝

皿 ・底部

〝

碗 ・底部

深鉢 ・胴部

碗 ・底部

碗 ・口縁部

胴　 部

割青石 ・剥片

深鉢 ・胴部

〝

11C

〝

〝

11C

JJ 初

縄文

11 C

11

15－16 C

縄文

JJ

〝

皿・底部

硬破岩・剥片

チャート 剥片

杯 ・胴部

茶碗 ・口縁部

鉄軸茶碗

小形婆 ・口縁部

すり石

11C 初

縄文

rl

17C 以降

18C 以降

〝

縄文

碗 ・口縁部

〝

小壷 ・胴部

長石、塊

碗 ・口縁部

打製石斧 ・短冊形

碗 ・胴部

軒 口縁部

胴　 部

硬砂岩 ・剥片

碗 ・胴部

鉄粕壷 ・胴部

婆 ・口縁部

杯 ・胴部

内黒杯 ・胴部

碗・胴部

内黒杯 ・胴部

14C

18C

15C

中世

17C 以降

縄文中期

17C

9 C

16 C

縄文

17 C 以降

18 C

11C

11C

〝

JJ

第13図

第18図

18．3

14．2

12．6

色調一時青灰色、胎土一径0．2－3．0mmの白色砂粒を少量含む、焼成一艮好

く以 上 調 査 B 地 区 出 土 〉

色調一褐色、胎土一径0．2～1．0mmの長石・石英・金雲母などを少量含む、焼成一良好

第18図

第18図

色調一淡赤褐色、胎土一径0．2～1．5mmの長石・石英・金雲母などを多目に含む
焼成一良好

2 8 5 ／／ 杯・底部 J† 糸切り

2 86 灰＿粕 碗・口縁部 ／1
色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土は比較的キメが細かい
焼成一良好
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番

口‾ラ‾

挿

図

種

別

形　　 態

時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

長さ）

口径

（幅）

胴径

厚さ）

底径

重さ

28 7

28 8

28 9

29 0

2 9 1

2 9 2

2 9 3

第18図

第18図

石．器

土師器

土師器

JJ

J／

〝

長石 ・塊

杯 ・底部

中世

11C

12．6

7．4

5．1

色調一赤黄褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石 ・石英など暗赤褐色粒を中程度含む
娩成一良好、糸切り

色調一褐色、胎土一径0．2～1．0mmの長石・石英・金雲母をやや多目に含む、焼成一良好

喪・胴部

杯・口綾部

婆・胴部

内黒、皿・口縁部

11C

JJ

〝

〝

2 94 第18図 ／1 内黒・杯・口緑部 ／1 12 ．6
色調一表…明赤褐色、内面…暗黄褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの長石・石英・金雲母など
をやや多削こ含む、焼成一ややあまい

2 9 5

2 96

2 97

2 98

第18図

第18図

J／

施　 粕

土師器

JJ

内黒・杯 ・胴部

すり鉢 ・胴部

内黒、杯 ・胴部

〝

J／

15C

11C

rJ

15 ．2

12．5

色調一赤褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの長石・石英・金雲母を少量含む、焼成一良好

No．284と同一

2 99 第18図 11 内黒、杯 ・口緑部 ／1

11～12 C

縄文中細初

色調一褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一良好

3 00

3 0 1

3 02

3 03

′3 04

30 5

第18図 ／／

灰　 粕

土師器

J／

石　 器

JJ

杯 ・底部

碗 ・口線部

内黒・掛 底部

棄 ・口縁部

安山岩剥片

輝緑岩

色調一暗赤褐色　 胎土一径0 ．1～0．2mmの長石・石英・金雲母などを中程度含む
娩成一良好

第18図

第21図

No．282と同一

や り石

30 6 JJ 深鉢 ・胴部 色調一褐色、胎土一径0．2－2．5mmの長石・石英・金雲母などかなり多く繊維を少量含む
焼成一良、文様一竹管押引文

30 7

30 8

3 0 9

31 0

31 1

3 1 2

3 1 3

3 14

3 1 5

3 16

3 17

3 18

3 19

第18図

第18図

第18図

第1咽

第18図

灰　 粕

土師器

土　 器

灰　 軸

土師器

灰　 粕

土師器

〝

〝

JJ

JJ

〝

JJ

碗 ・底部

小形壷

深鉢 ・胴部

碗・胴部

内黒、瑚同部

碗・胴部

杯 ・底部

婆 ・胴部

杯

喪 ・口緑部

内黒、杯 ・ロ縁部

婆 ・胴部

〝

11 C 色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土は非常にキメが細かく良質
焼成一良好

縄文中期後半

12C

11C

11C

JJ

11C

11C

JJ

沈線文

1 ／10個体、No．313 と同一個体

色調一決褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをかなり．多く含む
焼成一良好

NU．318と同一個体

3 20

32 1

32 2

32 3

JJ

JJ

ル

ル

内黒、杯 ・口緑部

杯 ・胴部

杯 ・口縁部

JJ

No．317 と同一個体

No．322 と同一個体

32 4

32 5

32 6

JJ

ル

ル

杯 ・底部

棄 ・胴部

内黒、杯 ・口縁部

／／
色調一時赤黄褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一良好、糸切り、No．322 と同一個体

11 C No．296 と同一個体

32 7

32 8

3 2 9

JJ

／1

土　 器

J／

JJ

壷形・胴部

11

／／

縄文晩期

11C

No．295 と同一個体

第21図

第18図

色調一褐色、胎土一径0．2－1．0mmの長石・石英・金雲母などを中程度含む、娩成一良

3 30 土師器 婆・胴部 No．319と同一個体

3 3 1 灰　 粕 碗・口縁部 色調一灰緑色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的細かい
焼成一良好

3 32

3 33

3 34

3 35

JJ 土師器

土　 器

土師器

．〝

内黒 ・坪 ・ロ縁部

深鉢 ・胴部

中 底甲

杯 ・口綾部

／／

縄文晩期

11C

／1

No．295と同一

第18図 色調一赤褐色、胎土一径0 ．2～1．0mmの長石・石英・金雲母などを少量含む
焼成一良好、糸切 り、スス付着
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番

号

種

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

（長さ

口径

）（幅）

胴径

（厚さ

呈　▼

）（重さ

33 6 第20図 土師器

土師器

施　 粕

土師器

土　 器

内黒杯 ・口縁部

°

11

燈明皿 ・口緑部

婆 ・底部

瓶 ・底部

11C

4 ．7

13．2

16．7

15

16．8

5．6

8．5

色調一暗褐色一赤黒褐色、胎土一径0．2～1．5mmの長石・石英・金雲母をやや多目に含む
焼成一良

33 7 JJ J／ No．336と同一個体

33 8

33 9

34 0

34 1

／J

第20図

第20図

第20図

第20図

JJ

18 C

11 C

No．336 と同一個体

色調一決灰色、胎土一径0．2－1．0mmの白色砂粒をごく少量含み、粘土のキメは非常に
細かく良質、焼成一良好

34 2

34 3

344

3 4 5

3 46

3 47

3 48

3 49

3 50

3 51

3 52

3 53

3 54

3 55

35 6

35 7

35 8

35 9

36 0

36 1

362

3 6 3

3 64

3 65

3 66

3 67

3 68

3 69

3 70

JJ

土師器

灰　 軸

地　 租

土　 器

土師器

JJ

JJ

JJ

／／

内　 耳

土師器

土　 器

灰　 袖

土師器

ル

ル

ル

ル

ル

ル

／J

須恵器

灰　 軸

土師器

／1

土　 器

灰　 粕

深鉢 ・胴部

土石 胴部

碗 ・胴部

鉄粕、碗 ・胴部

深鉢 ・口綾部

薙 ・頸部

内黒杯 ・胴部

喪 ・胴部

杯 ・底部

内晃年 ・胴部

底　 部

喪 ・口縁部

深鉢 ・胴部

碗 ・胴部

縄文中期前半

11C

18C 以降

縄文中期前半

15－16C

11C

縄文中期前半

11C

竹管文

連続爪形文

糸切り

竹管文

色調一黄褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石 ・石英などを中程度含む
焼成一良好、糸切川

No．360 と同一個体

糸切り

喪 ・胴部

杯 ・底部

内黒杯 ・口緑部

杯 ・胴部

〝

内黒杯 ・胴部

杯 ・胴部

〝

高台仰不

碗・胴部

杯・胴部

内黒杯 ・底部

小形壷 ・胴部

碗 ・底部

10 C

10C

11C

11C

11C

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土は非常にキメが細かい
焼成一良好

37 1

37 2

37 3

37 4

土師器

〝

〝

〝

内黒碗 ・底部

杯 ・胴部

婆 ・胴部

′ト形壷 ・胴部

色調一赤褐色、胎土一径0 ．1－1．0mmの長石・石英・金雲母などを少量含む、焼成一艮

No．369 と同一個体

37 5 灰　 粕 碗 ・口綾部 色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土は非常にキメ細かく良質
焼成一良好

37 6 JJ J／ J／ ／J No．370と同一個体

37 7

37 8

37 9

38 0

38 1

382

3 83

3 84

JJ ／J

土師器

JJ

／J

J／

／／

付

け

瓶 ・底部

棄 ・胴部

内黒杯 ・口縁部

小形壷 ・胴部

杯 ・ロ縁部

婆 ・酎 持

杯 ・胴部

内黒土不・胴部

色調一灰色、胎土一径0．2－1．0mmの砂粒をごく少量含み、粘土は比較的キメが細かい

10 C 末～11C

焼成一艮
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番

号

挿

図

楯

別
形　　 態

時代 及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴高さ

憎さ）
口径
（幅）

胴径

帽 さ）

底径

（重さ）

385

3 86

3 87

3 88

第20図

第20図

灰　粕

土師器

灰　軸

JJ

碗・底部

内黒杯・口緑部

碗・胴部

皿・口縁部

11C

18C以降

縄文中期後半

縄文晩期

縄文

11C

18C

llC

11C

11C

11C

縄文中期前半

11C

縄文

18 C

11 C

3．2

16．1

14．6

1．5 1．6

6．2

7

6．7

色調一決黄白色、胎土一径0．2－0．5mmの白色砂粒をごく少量含み、粘土は比較的細か
い、焼成一他に比してややあまい

色調一白灰色、胎土一径0．2～1．0mmの白色砂粒をごく少量含み、粘土のキメは他の灰
粕に比してやや粗い、焼成一良好

389 ／J

第20図

第20図

第21図

第20図

第20図

土師器 杯・底部 色調一明黄褐色、胎土一径0．2～0．5mmの長石・石英・金雲母などを少量、暗赤褐色粒を
中程度含む、糸切り

390

3 9 1

3 92

3 93

3 94

3 95

3 96

3 97

rJ

磁　器

土師器

1／

土　器

／／

灰　紬

杯・胴部

1巨 胴部

小形壷・胴部

′ト形壷・底部

壷・胴部

深鉢・胴部

黒曜石・剥片

皿・ロ縁部

No．389と同一個体

沈線文

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土はキメが非常に細かく良質
焼成一良好

398

3 99

4 00

4 0 1

4 02

4 03

4 04

4 04

4 06

4 07

4 08

4 09

4 10

4 11

4 12

4 13

4 14

4 15

4 16

4 17

4 18

4 19

42 0

42 1

42 2

42 3

42 4

42 5

42 6

42 7

42 8

42 9

43 0

43 1

43 2

土師器

施　粕

土師器

Jl

須恵器

灰　粕

土師器

〝

〝

〝

灰　粕

土師器

〝

JJ

灰　粕

土師器

JJ

灰．粕

土師器

JJ

灰　軸

土師器

灰　粕

土　器

灰　軸

土師器

〝

施　粕

灰　粕

土師器

〝

〝

〝

棄・胴部

碗、口緑部

杯・底部

杯・胴部

禁・底部

碗・胴部

士ト ロ縁部

内黒杯・口縁部

内黒杯・胴部

襲・胴部

土鍾

碗・胴部

杯・底部

′j灘棄

杯・胴部

皿・底部

内黒杯・胴部

小形碧・胴部

碗・胴部

杯・胴部

小形聾・胴部

碗・口緑部

′用壌 ・口縁部

碗・胴部

深鉢・胴部

碗・口縁部

頁岩・剥片

杯・底部

内黒杯・底部

茶碗・胴部

碗・胴部

小形婆・胴部

11

〝

〝

内面灰化物付着

糸切り

色調一暗青灰色、胎土一径0．3－2．0mmの砂粒を中程度含む、焼成一良好

孔径4mm、上・下端欠く

糸切り

色調一白灰色、胎土一径0．3～1．0mmの．白色砂粒をごく少量含み、粘土のキメは他の灰
粕に比してやや粗い、焼成一良好

隆帯＋連続爪形文

糸切り

はけめ

433 土　器 瓶・胴部 色調一青灰色、胎土一径0．3－2．0mmの砂粒少量含む、焼成一良好、格子目
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番

号

挿

図

種

別
形　　 態

時代及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴
高さ
長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径

重さ）

434

4 3 5

4 3 6

4 3 7

4 3 8

43 9

44 0

44 1

44 2 第20図

灰　軸

土師器

JJ

灰　粕

土師器

JJ

〝

rJ

碗・口縁部

杯・底部

小形婆・胴部

碗・底部

花崗岩

喪・底部

内黒杯・胴部

〝　　 口縁部

〝　 底部

11C

縄文

11C

縄文中期

JJ

11C

色調一淡赤褐色、胎土一径0．2～2．0mmの長石・石英・金雲母などをやや少目に含む
焼成一良好、糸切り

443

44 4

44 5

44 6

44 7

44 8

44 9

45 0

45 1

4 52

4 53

4 54

4 55

45 6

45 7

4 58

4 59

46 0

46 1

46 2

46 3

46 4

46 5

46 6

46 7

46 8

46 9

47 0

4 71

4 72

4 73

4 74

4 75

4 76

4 77

4 78

石　器

土師器

土　器

土師器

〝

JJ

JJ

J／

天　 日

土師器

灰　粕

土師器

須恵器

土師器

〝

〝

〝

JJ

〝

施　粕

土師器

Jl

〝

〝

灰　粕

土師器

JJ

土　 器

〝

土師器

灰　粕

土師器

〝

石　 器‾

敲打器

婆・胴部

碗・口綾部

喪・酎 β

婆・胴部

喪、頸部

小形棄・口緑部

内黒土不・口緑部

胴　部

小形喪・胴部

碗・口緑部

内黒杯・胴部

瓶・胴部

杯・胴部

棄・胴部

〝

小形碧・胴部

〝

〝

鉄柵皿・口緑部

葉・胴部

杯・胴部

小形婆・胴部

杯・底部

碗・胴部

内黒碗・底部

内黒杯・底部

杯・胴部

深鉢・胴部

〝

婆・胴部

安山岩・砂片

碗・口縁部

杯・底部

小形・胴部

敲打器・破片

硬砂岩

外面おこげ付着

1

外面格子目、内面青海波

I
縦のはけめ　㌧．

糸切り

糸切り

無　文

〝

糸切り

硬砂岩

479 土師器 杯・底部 糸切り

480

4 81

4 82

Jl

灰　粕

土師器

小形喪・胴部

碗・胴部

喪・胴部

内面…爪形あり、外面…スス付着

内面．はけめ
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番

号

挿

図

種

別
・形　　 態

時代 及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴高さ
長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

483

48 4

48 5

48 6

4 8 7

4 8 8

4 8 9

4 9 0

4 9 1

4 92

4 93

4 94

4 95

4 96

4 97

第21図

第20図

灰　軸

灰　粕

土師器

土　器

灰　粕

土　器

土師器

灰　粕

土師器

〝

〝

〝

〝

〝

碗・胴部

劉青石・剥片

皿・口緑部

碧・ロ縁部

鉢・胴部

皿・胴部

鉢・胴部

婆・胴部

碗・胴部

婆・胴部

内黒杯・口縁部

杯・胴部

小形棄・胴部

婆・胴部

小形棄・胴部

縄文

弥生後期－

7

No．481と同一個体

色調一褐色、胎土一径0．1－0．5mmの砂粒を少量含む
焼成一良好、文様一波状文

弥生後期

10C

10 C

波状文、No．487と同一個体

横はけめ

498

4 99

5 00

5 01

5 02

50 3

50 4

50 5

50 6

50 7

50 8

50 9

51 0

51 1

5 1 2

5 1 3

5 14

5 15

5 16

5 17

5 18

5 19

52 0

52 1

52 2

52 3

52 4

52 5

52 6

52 7

52 8

5 2 9

5 30

5 3 1

付

け

ル

ル

／J

灰　粕

け

り

土師器

灰　粕

土師器

須恵器

灰　粕

土　器

染　付

施 ．粕

灰　粕

土師器

須恵器

・土師器

11

須恵器

土師器

付

け

／／

灰　粕

土師器

土師器

1／

灰　粕

土師器

／1

ル

ル

婆・胴部

JJ

内黒杯・底部

瓶・胴部

／／

碗・ロ縁部

隼・底部

碗・口縁部

小形婆・胴部

胴　部 ・

碗・胴部

鉄粕碗・胴部

茶碗・底部

皿・底部

碗・ロ縁部

内晃年・胴部

I声 底部

内黒杯・口縁部

J／

杯・胴部

内黒杯・底部

婆・底部

坪・胴部

小形婆

皿・底部

硬砂岩

小形棄・胴部

内黒杯・底部

碗・底部

喪・ロ縁部

婆・胴部

．付

け

17C以降

10C

／／

11C

10 C

No．497と同一個体

〝

外縦のはけめ

No．503と同一個体

糸切り

No．497と同一個体

No．481と同一個体

糸切り

色調一灰色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土は比較的キメ細かい、焼成一良好
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番

号

挿

図

種

別
形　　 態

時代 及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴
高さ
長さ）

口径
欄 ）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

532

53 3

534

53 5

536

537

538

5 3 9

540

5 4 1

5 42

5 4 3

5 44

5 45

5 46

5 47

5 48

5 49

第21図‘

第20図

第20図

第20図

第20図

第20図

第20図

須恵器

石　器

施　粕

須恵器

土師器

〝

施　粕

須恵器

土師器

施　粕

土師器

須恵器

土師器

〝

〝

JJ

〝

1位 胴部

打製石斧・短冊形

茶碗・口緑部

高台付杯・口縁部

内晃年・胴部

JJ

碗・胴部

杯・ロ綾部

小形襲・胴部

硬砂岩・剥片

鉄軸鉢・胴部

内射ト ロ緑部

中 ロ緑部

杯・胴部

内黒杯・底部

〝

杯・ロ緑部

内黒杯・底部

縄文

10C

17C 以降

9C

南宋～元

縄文後期

9－10C

J／

10C

10C

11C

〝

9 ～10C

弥生後期

（8．7）4

12．2

15．7

1．7 74

5．2

10．6

硬砂岩

暗文あり

糸切り

糸切り

550

5 5 1

5 52

5 53

5 54

5 55

J／

ル

ル

青　 磁

土師器

J／

J／

小形襲・胴部

内黒杯・口縁部

碗・底部

坪・底部

／／

色調一暗褐色、胎土一径0．2－1．0mmの長石・石英などを小量含む、焼成一良好

軸一淡緑色、胎土一胎土のキメが非常に細かく良質、娩成一良好

糸切l）

556

5 57

5 58

5 59

5 60

5 61

5 62

5 63

土　器

土師器

JJ

〝

灰　粕

土師器

〝

〝

深鉢・胴部

内黒碗・底部

内黒杯・口縁部

内黒杯・胴部

杯・底部

杯・胴部

碧・口緑部

杯・口緑部

色調一暗褐色、胎土一径0．2－1．0mmの長石・石英などを少量含む、焼成一良好
1／3個体、糸切川

色調－ややすんだ赤褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に
含む、焼成一良好

564

56 5

56 6

56 7

56 8

56 9

57 0

57 1

57 2

須恵器

土師器

JJ

灰　軸

須恵器

灰　軸

〝

土師器

灰　軸

瓶鳩 部

碧・胴部

杯・口綾部

碗・口綾部

瓶・胴部

碗・口緑部

碗・胴部

碧・胴部

碗・口緑部

色調一青灰色、胎土一径0．2－1．5mmの砂粒をごく少量含む、焼成一点

No．563と同一個体、1／8個体

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土は非常にキメが細かく良質
焼成一良好

573

57 4

57 5

57 6

57 7

57 8

57 9

58 0

土　器

施　粕

土　器

須恵器

灰　軸

土師器

〝

施 ‘粕

鉢・胴部

茶碗・ロ緑部

深鉢・胴部

Iト ロ緑部

碗・胴部

′用痩 ・胴部

杯・胴部

碗・胴部

波状文

縄文後期 沈線文
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番

口了

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

長さ

口径

旧 幅）

胴径

厚さ

底径

）（重さ

58 1

58 2

58 3

58 4

58 5

586 第21図

土師器

土　 器

土師器

土　 器

施　 粕

土師器

杯 ・胴部

深鉢 ・胴部

′ト形婆・胴部

深鉢 ・胴部

碗 ・胴部

碧 ・底部

縄文中期

縄文後期

10C

縄文晩期

縄文

11

18C 以降

縄文後期～晩期

縄文中期後半

縄文

9 ～10 C

縄文前期

弥生後期

3．7

（21）

11．6）

13．8

3．7

7．3

3

2．7

7 ．4

無　 文

色調一褐色、胎土一径0．2～2．0mmの長石・石英・金雲母などを中程度含む、娩成一良

587

5 88

5 89

5 90

5 9 1

第20図

第21図

第21図

第18図

第21図

付

け

JJ

／1

灰　 粕

内黒杯・底部

杯・胴部

小形婆 ・胴部

‡不・底部

瓶 ・胴部

7 ．6

412

294

色調一明赤褐色、胎土一径0 ．2－0．5mmの長石・石英が少量含む、焼成一ややあまい

No．497と同一個体

No．503と同一個体

5 92 土　 器 深鉢 ・口縁部 色調一淡褐色、胎土一径0 ．2～1．0mmの長石 ・石英などをやや多目に含む
焼成一良好、横走沈線

5 93

5 94

5 95

5 96

5 97

59 8

59 9

60 0

6 0 1

6 0 2

6 0 3

6 04

土師器

〝

土　 器

土師器

〝

施　 粕

土師由

〝

〝

地　 軸

石　 器

土師器

土　 器

土師器

灰　 粕

土師器

土　 器

土師器

Jl

石　 器

〝

灰　 粕

灰　 粕

土　 器

〝

内黒杯 ・口縁部

′ト形碧 ・胴部

深鉢 ・胴部

硬砂岩 ・剥片

小形碧 ・胴部

JJ

皿 ・底部

杯 ・底部

rJ

内黒・胴部

皿・底部

石釧・胴部のみ

No．587と同一個体

No．497 と同一個体

糸切川

〝

緑泥片岩、スス付着

6 0 5 杯・底部 糸切り

6 06

6 07

6 08

6 09

6 10

6 11

6 12

6 13

深鉢 ・口緑部

割青石・剥片

碧 ・胴部

碗 ・口綾部

婆 ・胴部

内黒杯 ・口縁部

深鉢 ・胴部

深鉢 ・頚部

色調一明赤褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などかなり多く含む
焼成一良好

No．294 と同一

波状文

6 14 打製石斧 ・短冊形 縄文 刃部欠く、片状フォルンフェルス

6 15

6 16

6 17

6 18

6 19

6 20

6 21

6 22

62 3

すり石 ・破片

硬砂岩・剥片

〝

香炉・口縁部

黒曜石・剥片

皿・口縁部

割荏石 ・剥片

深鉢 ・胴部

Jl

／J

縄文

縄文

15C

縄文

JJ

JJ 中期後半

硬砂岩

く以 上　 調 査 C 地 区 出 土 〉

く以 下　 調 査 D 地 区 出 土 ・青 木 城 II参 照 〉

色調一赤新色、胎土一径0．2－2．5mmの長石・石英・金雲母などを非常に多く含む
焼成一良好、文様一隆帯＋状線文

62 4

62 5

JJ

J／

JJ

J／

ル　　　 ル

J／中期

色調一赤褐色、胎土一径0．2－2．5mmの長石・石英・金雲母などを中程度含む、
焼成一良好
無文

6 2 6

6 2 7

JJ

天　 日

／J

胴　 部

〝 中期後半 色調一暗褐色、胎土一径0．2一一1．5mmの長石 ・石英などをやや多目に含む
焼成一良好、文様一沈線文
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番

号

挿

図

種

別
形　　 態

時代及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴

ヽ

高さ

長さ）
口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

628

6 29

6 30

6 3 1

6 32

天　 日

常　滑

灰　粕

石　器

碗・胴部

大喪・胴部

黒曜石・剥片

瓶・胴部

すり石

皿

黒曜石・剥片

瓶・胴部

茶碗・胴部

硬砂岩・剥片r

瓶・胴部

黒曜石・石核

深皿・胴部

皿・ロ緑部

頁岩・剥片

瓶・酎 β

頸　部

花瓶・口緑部

すり石

碗・底部

深鉢・胴部

JJ

碗・胴部

大喪・胴部

黒曜石・石核

胴　部

長石塊

rJ

磁器現代

火打ち石

硬砂岩・剥片

瓶・胴部

18C

14～15 C

縄文

縄文

6．7

10．2

5．7 3．8 157

緑泥片岩

633 青　磁 中国 No．1321と同一個体

634

6 3 5

6 3 6

6 3 7

63 8

63 9

64 0

64 1

64 2

64 3

64 4

64 5

64 6

64 7

64 8

64 9

65 0

6 51

6 52

6 53

6 54

6 55

6 56

6 57

6 58

6 59

6 60

地　租 18C ～

縄文

16C 半ば

縄文

18C ～

縄文

15C

15C末

縄文

15～16C

18C ～

中世

11C

縄文

縄文中期後半

15C

15C 半ば

縄文

18C～

中世

縄文

15C半ば

粕一暗褐色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的細かい
焼成一良好、1／5個体

灰 粕

天　 日

灰　粕

灰　粕

JJ

石　器

灰　粕

内　耳

土　器

石　器

灰　粕

土　器

〝

灰　粕

常　滑

内　耳

磁　器

石　 器

淡緑色

淡緑色

No．849と同一個体

砂岩

沈線文、隆帯

石英

灰　粕 緑色

661

6 62

6 63

6 64

6 65

／J

土　 器

内　耳

石　 器

／／

碗・口緑部

鉄粕碗・胴部

口縁部

緑泥片岩・剥片

凹　石

15C

縄文

／J

18 C

縄文

淡緑色

色調一暗褐色、胎土－こまかい、焼成一良好

輝線花崗岩

666

6 67

6 68

6 69

灰　粕

JJ

〝

石　器

碗・胴部

小形碗・ロ縁部

筒茶碗口縁部

スクレイパー

淡緑色

黒曜石

670 古　銭 元祐通賓 鎌倉末～室町 私鋳銭

671

6 72・

673

6 74

土　器

石　器

深鉢・胴部

硬砂岩・剥片

硬砂岩・剥片

砥　石

縄文中期　 。

JJ

縄文

縄文中期後半

縦の沈線文

凝灰岩

675

6 76

土　器

内　耳

深鉢・口縁部

胴　部

結節縄文
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番

口
了

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

（長さ

口径

）（幅）

胴径

厚さ

底径

）重さ

67 7

67 8

6 7 9

6 8 0

6 8 1

6 82

6 83

6 84

6 85

6 86

6 87

68 8

68 9

69 0

6 9 1

6 9 2

6 9 3

6 94

6 9 5

6 96

6 97

6 98

6 99

70 0

石　 器

内　 耳

古　 銭

内　 耳

〝

〝

11

〝

〝

〝

JJ

Jl

J／

11

1／

JJ

JJ

〝

〝

〝

〝

灰　 粕

常　 滑

11

天　 日

土　 器

JJ

〝

土師器

灰　 軸

土　 器

〝

内　 耳

土　 器

JJ

鉄　 柵

土　 器

〝

打製石斧・撥形

胴　 部

開元通賓

黒曜石 ・石核

JJ　 剥片

胴　 部

口緑部

〝

胴　 部

底　 部

胴　 部

底　 部

Jl

胴　 部

〝

口縁部

〝　 内耳部

胴　 部

〝

口緑部内耳部

底　 部

口緑部

胴　 部

水　 滴

縄文

15．7

3．6

5．5

19．2

27．1

1．7

12．2

12 11．2

23．4

27．4

3．3

4．7

3．2

緑泥片岩

鎌倉末～室町

縄文

〝

15－16 C

〝

11

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

11

〝

〝

〝

〝

〝

〝

14C

私鋳銭

No．683と同一個体

色調一暗褐色、胎土－こまかい、焼成一良好

色調一外面…暗褐色、内面…淡褐色、胎土一径0．5mm前後の砂粒をやや多目に含む
焼成一良好

No．683 と同一個体

和一暗線灰色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメも細かく良質
焼成一良好、1／2 個体

70 1

70 2

7 0 3

7 04

7 0 5

7 06

7 07

7 08

7 09

7 10

大喪、ロ縁部

大喪 ・胴部

茶碗

長石塊

〝

探鉢 ・口縁部

〝　 突起部

〝　 胴部

杯 ・胴部

碗、底部

14～15 C 色調一票灰色、胎土一径0 ．3－3．0mmの砂粒を少量含み、粘土のキメはかなり細かい
焼成一良好

1ちC 半ば

縄文中期後半

〝

17

18C ～

粕一黒褐色を基調に褐色斑が点状に散る、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメ
も非常に細か く良質、焼成一良好、1／5 個体

沈線文

〝

条痕文

色調－やや褐色味を帯びた白灰色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメはやや
あらい、焼成一良好

7 11

7 12

71 3

71 4

7 1 5

深鉢 ・胴部

白磁粕碗・胴部

焼　 石

胴　 部

深鉢 ・胴部

縄文中期後半

縄文中期後半

隆帯、沈線文

砂岩

隆帯懸重文

7 1 6

7 1 7

7 18

／1

筒茶碗口縁部

深鉢 ・胴部

！／ 隆帯懸重文＋斜状文

縄文中期後半 沈線 ・綾杉文

7 19

7 20

7 21

7 22

72 3

72 4

72 5

壷形 ・酎 β

青山

11
色調一淡褐色、胎土一径0．2－3．0mmの長石・石英・金雲母などがかなり多く含む
焼成一良好、円形刺突＋わらび平文

土　 器

灰　 粕

常　 滑

土　 器

石　 器

ハ石

深鉢・胴部

碗・胴部

大喪 ・胴部

深鉢 ・胴部

石　 棒

縄文中期後半

14－15C

縄文中期後半

無文、スス付着

唐草文
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番

ロ了

挿

図

種

別

形　　 態

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴

）

時 代 及　 ＿

び 時 期
高さ

長さ

口径

）（幅）

胴径

厚さ

底径

）重さ

7 26

7 27

灰　 粕

灰　 粕

碗 ・胴部

筒茶碗 18C ～

2．6

8

1．4

37．5

6．1

1 3

灰白色粕

7 28 土　 器 深鉢、胴部 縄文中期後半 隆帯、縄文

7 29 石　 器 ピエスエスキーユ JJ

縄文

黒曜石

7 30 灰　 軸

灰　 軸

おろし皿 15．7

12

5．4

，2．6

3．5

粕一線灰色　 胎土一砂粒をほとんど含まず　 粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好

7 3 1 黒曜石 タッチあり

7 32 深皿・口縁部 15C 色調－やや黄色味を帯びた白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、枯土のキメは非常に
細かく良質、焼成一良好、折線

7 33

7 34

7 35

Jl

灰　 粕

土　 器

須恵器

灰　 粕

灰　 粕

土　 器

rl

Jl

硬砂岩・剥片

おろし皿・口縁部

JJ

縄文

縄文中期後半

9 ～10 C

縄文中期後半

No．732と同一個体

No．730 と同一個体、1 ／5個体

73 6

73 7

73 8

73 9

74 0

深鉢、胴部

杯蓋

碗 ・ロ緑部

無粕喪 ・胴部

深鉢 ・胴部

隆帯、刺突文

淡緑色

無節 ・斜縄文

74 1 11 JJ 隆帯 ・無節斜縄文

7 4 2 J／ Jl ／J 隆帯文

7 4 3 rJ 深鉢 ・底部 JJ

縄文中期後半

無文

7 44 灰　 軸

土　 器

11

11

灰　 袖

〝

鉄　 粕

灰　 粕

JJ

〝

鉄製品

灰　 粕

碗 ・胴部 色調一灰色一黄灰色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメも比較的細かい
焼成一良好

‾7 4 5

7 46

7 47

無粕喪 ・胴部

〝

深鉢 ・口縁部

No．739と同一個体

〝

色調一明赤褐色、胎土一径0 ．2－2．0mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
焼成一良好、隆帯 ・斜縄文

7 48

7 49

7 50

7 51

7 52

黒曜石 ・剥片

黒曜石 ・剥片

深皿・口緑部

JJ

壷・口緑部

Jl

／J

15C 前半

タッチあり

JJ

No．732と同一個体、1／10個体

11

18C ～ 色調一黒色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的細かい、焼成一良好

7 53 ′ト形杯 ・底部 18 C ～ 和一淡緑青灰色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好

7 54

75 5

75 6

75 7

75 8

深皿 ・胴部

〝

黒曜石 ・剥片

鉄　 片

深皿 ・胴部

15C

JJ

縄文

15C

No．732 と同一個体

〝

No．732 と同一個体

75 9 土　 器 深鉢 ・胴部 縄文中期後半

縄文中期

中世

14～15C

縄文中期

隆帯沈線文

7 60

7 6 1

7 62

／／

灰　 粕

須恵器

Jl

碗 ・胴部

杯　 蓋

無　 文

No．737と同一個体

7 63

7 64

7 65

7 66

76 7

76 8

76 9

77 0

77 1

77 2

77 3

774

土　 器

鉄製品

内　 耳

施　 粕

鉄　 粕

常　 滑

土　 器

灰　 軸

天　 日

深鉢 ・胴部

板　 状

長石塊

口緑部

瓶子 ・胴部

長石塊

灯明皿口縁部

喪 ・胴部

長石塊

深鉢 ・胴部

壷 ・肩部

茶碗 ・底部

隆帯十条線

色調一明褐色、胎土－1 mm前後の長石・石英含む、焼成一良好

無　 文

15C 半ば 和一黒色～暗褐色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好、へラ切り
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号

挿

図

種

別

形　　 態
時代 及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴
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長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

775

7 76

7 77

7 78

7 79

7 80

7 8 1

7 82

7 83

7 84

7 85

7 86

7 87

灰　軸

灰　粕

青　磁

内　耳

石　器

灰　粕

灰　軸

鉄　粕

灰　粕

〝

灰　粕

茶碗胴底部

花瓶・胴部

黒曜石・剥片

碗・ロ緑部

口縁部

長石塊

硬砂岩・剥片

平碗・口縁部

黒曜石・剥片

碗・ロ縁部

′ト壷・胴部

皿・口縁部

〝

15C

17 C

縄文

15～16 C

15 C

縄文

15－16C

縄文中期後半

18．2

4．4

9．6

和一黄緑色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメもかな年細かく良質
焼成一良質、1／3個体、糸切り十へラ切川、ススける

蓮華文

色調－やや黄味を帯びた灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的
細かい、焼成一良好

No．786と同一個体

788 黒曜石・剥片 タッチあり

789 皿・日録部 No．786と同一個体

790

7 9 1

7 92

7 9 3

鉄　粕

石　器

内　耳

キ 器

瓶子・胴部

長石塊

胴　部

深鉢・胴部

色調一外面‥・暗灰白色、内面…淡褐色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは
かなり細かい、焼成一ややあまい

色調一赤褐色、胎土一径0．2－3．0mmの長石・石英などを少なめに含む、焼成一艮
隆帯＋斜縄文

794 1／ ／J JJ 沈線による楕円文

795

7 96

7 97

7 98

7 99

石　器

内　耳

石　器

敲打器

硬砂岩・剥片

内耳部破片

硬砂岩・剥片

打製石斧、短冊形

縄文

〝

15～16C

縄文

〝

棒状、硬砂岩

頭部・刃部少し欠く

800 古　銭 天蒔通賛 采 眞采、天繕年間 （997－1022）

80 1

8 02

8 03

8 04

8 05

8 06

内　耳

土　器

〝

〝

石　轟

胴　部

深鉢・胴部

〝

深鉢・底部

黒曜石・剥片

敲打器

15～16C

縄文中期後半

縄文

〝

JJ

縄文中期

縄文後半

／／

18C～

縄文中期

縄文

色調一淡赤褐色、胎土一径0．2～2．0mmの長石・石英などをかなり多く含む
焼成一良好、縦の綾節縄文

一部する、貢岩

807 土　器 深鉢・胴部 斜縄文

808 灰　粕 皿・胴部 貫入、灰白色粕

809

8 10

8 1 1

8 12

8 1 3

8 14

土　器

鉄　粕

須恵器

深鉢・胴部

黒曜石・剥片

長石塊

輝緑花崗岩

筒茶碗口縁部

婆・胴部

沈線文、おこげ付着

美　農

815 土　器 深鉢・胴部 隆帯＋集線

816 須恵器 隼蓋・破片 No．737と同一個体

817 灰　粕 皿・底部 糸切り

818 土　器 深鉢・胴部 無　文

819 JJ

内　 耳

土　器

深鉢・胴部 縄文中期 色調一淡褐色、胎土一径0．3－3．0mmの長石・石英などをやや多目に含む
娩成一良、沈線区画文＋斜縄文

820

8 2 1

8 22

8 2 3

黒曜石・剥片

胴　部

深鉢・胴部

硬砂岩・剥片

縄文

15－16C

縄文中期

縄文

タッチあり

無　 文
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号

挿

図

種

別
形　　 態

時代 及

び時期

計　 測　 値
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）
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）（幅）

胴径
厚さ

底径
）（重さ

824

8 25

8 26

灰　粕

石　器

黒曜石・剥片

皿・ロ緑部

すり石

縄文中期

縄文中期後半

〝

15～16 C

14～15 C

15～16C

15～16C

14－15C

〝

鎌倉未～室町

縄文

縄文

15～16C

15－16C

15～16 C 15．4

6．1

32．1

2．8 0．8

24．8

30

タッチあり

輝線花崗岩

827

8 28

8 29

83 0

83 1

83 2

83 3

83 4

8 3 5

8 3 6

土　器

内　耳

石　器

〝

常　滑

内　耳

内　耳

深鉢・胴部

黒曜石・剥片

胴　部

敲打器

長石塊

大喪・胴部

長石塊

胴　部

長石塊

底　部

唐草文

一部する、緑泥片岩

No．849と同一個体

837

8 3 8

8 3 9

8 40

8 4 1

8 42

8 43

8 44

8 45

8 46

84 7

84 8

84 9

石　器

常　滑

〝

古　 銭

〝

内　耳

鉄　粕

内　耳

内　耳

土　器

〝

と　石

花崗岩

大喪・胴部

〝

天聖元賛

黒曜石・石核

長石塊

打製石斧・破片

胴　部

碗・胴部

胴　部

鉄　棒

胴　部

安山岩、1／2個体

私鋳銭

緑泥片岩

色調一外面…淡黄褐色一暗褐色、内面・・・淡褐色～褐色、胎土一径0．3－1．5mmの砂粒を
中程度含む、焼成一良好

850 深鉢・頸部 縄文 横走沈線文

851 深鉢・口綾部 縄文中期 色調一赤黄褐色、胎土一径0．2～2．5mmの長石・石英・金雲母などを非常に多く含む
焼成一良好、口唇部に縦の沈線

852

8 5 3

8 5 4

8 5 5

8 5 6

8 57

8 58

8 59

8 60

8 6 1

8 62

8 63

8 64

86 5

86 6

86 7

86 8

86 9

87 0

JJ

内　耳

灰　粘

り

石　器

深鉢・胴部

口縁部

硬砂岩・原石

四耳壷・胴部

碗・胴部

磨製石斧

長石塊

口縁部

〝

〝

すり石

胴　部

貢岩・剥片

深鉢・胴部

長石塊

と　石

溶解物

大喪・胴部

花瓶・胴部

／／

15－16 C

縄文

15C

横走沈線＋樅の条線

No．1341と同一個体？

縄文 定角形、貢岩

内　耳

〝

JJ

石　器

内　耳

土　器

車 器

常　滑

灰　軸

15～16C

／J

〝

縄文

15－16C

縄文

14－15 C

15～16．C

No．849と同一個体

〝

砂岩

安山岩

No．776と同一個体

871

87 2

J／

内　耳

皿・口緑部

胴　部

すすける
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口了

挿

図

種

別
形　　 態

時代 及

び時期

計　 測　 値
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（長さ）

口径

（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

873

87 4

8 7 5

陶　器

石　器

土　器

器形不明

緑泥片岩・剥片

無類棄・口禄部

18C ～

縄文中期後半

（1．7）

5．4

11・．4

3．1

1．3

3．6

3．7

1．5

0．3

2．7

1．8

0．3

64

116

1

二重口縁、隆帯貼l）付け、’刻み目

876

8 77

8 7 8

8 7 9

8 8 0

8 8 1

8 8 2

8 8 3

8 84

8 8 5

8 86

8 87

石　器

〝

内　耳

石　器

灰　粕

石　器

内　耳

JJ

石　器

内　耳

JJ

lJ

黒曜石・剥片

石灰岩

胴　部

有脚石鉄黒曜石

壷・胴部

長石塊

胴　部

rJ

長石剥片

胴　部

底　部

JJ

J／

15－16 C

縄　文

15～16C

r／

15～16C

付

け

15～16C

15－16C

タッチあり

No．882と同一個体

／

No．＿7d3と同一個体

888

8 89

8 90

8 9 1

8 92

8 9 3

8 94

8 95

8 96

8 97

8 98

8 99

9 00

石　器

rJ

JJ

内　耳

石　器

内　耳

古　銭

内　耳

灰　粕

内　耳

天　 日

土　器

すり石

長石塊

J／

底　部

舶 花崗岩

胴　部

硬砂岩

腐蝕が著しい

No．1341と同一個体？

隆帯文

内耳部

四耳壷・胴部

胴　部

口縁部

深鉢・胴部

15～16C

15C半ば

縄文中期

901

9 02

9 03

9 04

9 05

川

内　耳

石　器

／J

石　 器

JJ

胴　部

石英剥片

／J

石英火打石

JJ

18C

11C

縄文

縄文

無　文

石　英

906

9 07

9 08

9 09

9 10

9 11

9 12

9 13

9 14

9 15

灰　粕

内　耳

灰　粕

内　耳

石　器

石　器

石　器

石　器

碗・口縁部

底　部

皿：底部

底　部

打製石斧・短冊形

黒曜石・剥片

石英火打石

黒曜石・石核

粘板岩

スクレイパー

灰白色粕

完形、雲因片岩

黒曜石

916 麿製石斧・定角形 9．6 4．8 2．1 208 完形、緑泥片岩

917

9 18

9 19

9 20

9 21

灰　粕

石　器

石　器

常　滑

碗・底部

長石剥片

鉄　棒

縦形石匙

大喪・胴部片

15C

14～15C

No．744と同一個体

碩砂岩
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番

口了

挿

図

種

別
形　　 態 時代 及
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（幅）

胴径
帽 さ）

底径
（重さ）

922

9 2 3

9 24

9 2 5

9 2 6

石　器

灰粕

青　磁

常　滑

灰　粕

と　石

碗・胴部

〝

大喪・胴部

皿・底部

17C～

中国・北采

14～15 C

11C～

14～15 C

〝

縄文中期初

縄文早期

8．1

2．5

10．8

2．6

36．4

11．7

9．7

4．6

2

1．4

79

8．3

3

98

安山岩、No．837と同一個体

和一やや暗い緑灰色、胎土一堅致暗灰色、焼成一良好、文様一唐草文？曜州窯？

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質r
焼成一息

927 内　耳 胴底部 No月49と同一個体

928

9 2 9

9 30

9 3 1

常　滑

〝

灰　粕

大喪・胴部

〝

硬砂岩・剥片

碗・胴部

No．701と同一個体

No．744、917と同一個体

932

9 3 3

9 34

9 3 5

9 36

9 37

9 38

9 39

土　器

JJ

灰　粕

土　器

深鉢・胴部

砂岩・剥片

皿・ロ緑部

長石塊

深鉢・胴部

縦平行沈線

暗灰色軸

．色調一決褐色、胎土一径0．2－1．0mmの長石・石英をやや少な目に繊維を中程度含む焼成一良、文様一内外条痕文

灰　粕 碗・口緑部 15C

縄文

JJ

15～16C

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好

940

9 4 1

9 42

9 43

9 44

9 45

9 46

9 47

9 48

鉄　軸

石　器

内　耳

〝

常　 滑

内　耳

〝

壷・胴部

石英剥片

黒曜石・石核

チャート 剥片

胴　部

口縁部

大喪・口縁部

胴　部

〝

No．972と同一個体

No．849と同一個体

14－15 C

縄文

No．701と同一個体

No．849と同一個体

949 石　器 縦形石匙 緑泥片岩

950

9 5 1

9 52

9 53

9 54

灰　粕

内　耳

土　 器

内　耳

〝

墨書皿

胴　部

深鉢・胴部

胴　部

〝

18C～ 和一白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好

縄文中期

縄文中期末

〝

JJ

縄文後期

14－15C

縄文

〝

縄文前期

縄文

縄文

〝

隆帯十斜縄文

No．703と同一個体

955

9 56

9 57

天　 日

石　 器

〝

探鉢・胴部

すり石

打製石斧・短冊形

粗大な沈線入組文

完形、緑泥片岩

958 ／1 ／／ 胴部のみ、硬砂岩

959

9 60

9 61

9 62

9 63

9 64

9 65

9 66

96 7

96 8

土　 器

内　耳

常　 滑

灰　粕

内　耳

石　 器

〝

土　器

石　 器

灰　粕

深鉢・胴部

胴　部

大喪・胴部

小形碗・口綾部

呈　．

打製石斧・撥形

すり石礫岩

深鉢・胴部

黒曜石・剥片

碗・胴部

沈線文

灰白色粕

貢岩、刃部欠く

センイ含む

No．917と同一個体

969

97 0

石　 器 縦形石匙

黒曜石・剥片

ほぼ完形、貢岩
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番

号

挿

図

種

別

形　　 態 時代及
び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴高さ
長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

971 土　器 深鉢・胴部 縄文早期～前期 斜め格子目文

972 鉄　粕 壷・胴部 15C 半ば No．940と同一個体

973 土　器 深鉢・胴部 縄文 斜縄文

974 内　耳

常　滑

石　器

土　器

鉄製品

灰　粕

内　耳

青　磁

石　器

胴底部 15～16 C No．849と同一個体

975

97 6

97 7

97 8

97 9

98 0

9 81

9 82

9 83

9 84

98 5

98 6

98 7

98 8

98 9

99 0

99 1

99 2

99 3

9 9 4

9 9 5

黒曜石・剥片

大喪・胴部

すり石

石英塊

化

〝

〝

釣手土器釣手部

石英塊

緑泥片岩・剥片

石英塊

〝

〝

深皿・胴部

鉄　棒

胴 吾堕

長石塊

硬砂岩・剥片

碗・胴部

石包丁

縄文

14～15C

縄文

縄文中期後半

南宋一元

縄文

タッチあり

粘板岩

刺突文＋綾杉文

硬砂岩

996 土　器 深鉢・胴部 縄文後期 無　文

997 灰　粕 深皿・′口縁部 15C前半

縄文中期

縄文

No．750と同一個体

998 須恵器 坪・底部 へラ切り

999 土　器 深鉢・胴部 無　文

1000 石　器 長石塊 火打石原石

1001 JJ 打製石斧・短冊形 完形、責岩

1002 陶　器 急須 18C ～ 注口部片

100 3

100 4

100 5

100 6

100 7

100 8

石　器 深鉢・胴部

長石塊

深鉢・胴部

碩砂岩・剥片

黒曜石・剥片

打製石斧・撥形

縄文中期後半 沈線文

・土　器

石　器

縄文中期後半

縄文

〝

〝

無　文

刃部のみ、硬砂岩

100 9 土　器 深鉢・胴部 縄文中期後半 唐草文

1010

1 0 11

1 01 2

1 01 3

1 01 4

1 01 5

JJ

ル

ル

ル

ル

J／

深鉢・把手部

深鉢・胴部

〝

〝

〝

JJ

Jl

付

け

1／

ル

ル

色調一淡黄褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
娩成一艮

唐草文

101 6 ／1 J／ ／J
色調一淡赤褐色一暗褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや多削こ
含む、焼成一良好、文様一唐草文

101 7

1 01 8

10 1 9

JJ

押

付

ル

ル

／J

J／

J／

／／

唐草文、No．1016と同一個体

〝

〝
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番

。了

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴
高さ

懐 き）

口径

（幅）

胴径

（厚さ）

底径

（重さ）

10 20 土．器

土　 器

JJ

JJ

〝

JJ

〝

深鉢 ・鵬 に 縄文中期後半

4．2

10．1

3

1．3

4．7

3．2

0．4

2．1

1．9

2

138

16

唐草文

10 2 1 割 ぷ石 縄文 タッチあり

10 22

10 2 3

10 24

10 2 5

10 26

10 27

深鉢 ・鵬 に

fJ

JJ

fl

Jl

fJ

縄文中期後半

〝

JJ

〃

J／

fJ

唐草文

〝

〝

〝

〝

色調一赤褐色、胎土一径0．3～3．0mmの長石・石英などを少量含む、焼成一良好
文様一唐草文

10 28

10 29

10 30

11

11

11

H

J／

JJ

rJ

H

lJ

唐草文

〝

色調一淡赤褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや少な削こ含む
焼成一良好、文様一唐草二だ

10 3 1

10 32

10 3 3

10 34

10 3 5

10 36

JJ

灰　 柚

土　 器

灰　 粕

川

土　 器

1／

瓶 ・胴部

深鉢 ・胴部

腕 ・胴酎 β

碗 ・胴部

深鉢 ・胴部

JJ

15C

縄文中期後半

18 C ～

縄文中期後半

色調一淡褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母をかなり多く含む
焼成一良好、文様一唐草文

1逢帯＋斜縄文

色調一褐色、胎土－3 mm前後の砂利含む、長石・石英・雲母こまかい、焼成一良好

10 37

10 38

10 39

10 40

10 4 1

10 42

10 4 3

10 44

10 4 5

10 46

10 47

10 48

10 49

10 50

10 5 1

10 52

JJ

JJ

JJ

JJ

11

鉄　 柵

土　 器

石　 器

H

J／

日

付

付

合子 ・胴部

深鉢 ・胴部

打製石斧・末製品

帖上焼成塊

深鉢 ・胴部

rJ

Jl

r／

付

票曜石 ・剥片

深鉢 ・胴部

付

け

H

JJ

Jl

縄文中期後半

JJ

縄文中期後半

rJ

〃

JJ

〃

縄文

縄文中期後半

唐草文

JJ

〝

〝

〝

淡緑色粕

硬砂岩

土　 器

〃

rJ

〃

rJ

土　 器

唐草文

〝

〝

〝　　 No．1036と同一個体

〝

唐草文

10 5 3

10 54

10 5 5

10 56

10 57

10 58

10 59

10 60

rJ

け

り

け

り

JJ

JJ

石　 器

rJ

JJ

rl

子手付部

深鉢 ・胴部

H

Jl

打製石斧・短冊形

〃

JJ

〃

〃

〃

け

り

縄文

〝　　 No．1036と同一個体

〝

〝

色調一淡赤褐色、胎土一径0．2－2 ．0mmの砂粒を中程度含む、焼成一良好
‾文様一唐草文

No．1016と同一個体

〝

完形、砂岩

10 6 1

10 62

10 6 3

10 64

10 6 5

10 66

土　 器

石　 器

常　 滑

灰　 粕

土　 器

深鉢 ・胴部

すず側 路

黒曜石 ・石核

大喪 ・底部

筒茶碗 ・口緑部

深鉢 ・口緑部

縄文中期後半

中世

縄文

14～15 C

18 C ～

縄文中期後半

唐草文、砂岩

色調一赤褐色、胎土一0．2～2．0mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一ややあまい、文様一沈線文

10 67 石 ・器 割 青石 ・刺賃． 縄文 タッチあり

10 68 土　 器 深鉢 ・胴部 絡文中期後半 唐草文
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番

号

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

・計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

（長さ

口径

）（幅）

胴径

厚さ

底径

）重さ

106 9

107 0

1 07 1

1 07 2

10 7 3

10 7 4

10 7 5

10 76

土　 器

〝

灰　 粕

天　 日

土　 器

〝

無頸蛮二重口緑部

深鉢 ・胴部

皿・口緑部

輝緑花崗岩

口緑部

輝緑花崗岩

割 荏石 ・剥片

深鉢 ・胴部

縄文中期後半

縄文中期

18C ～

15C

縄文

縄文中期後半

15 ．8．

5 ．9

6 ．6

15 ．2

3 ．2 340

4 ．7

無文、ススける

〝

ススける

色調一褐色、胎土一径0．2－3．0mmの長石 ・石英などをやや少な目に含む
娩成一良好、文様一結節縄文＋列点文

10 77 J／ 縄文中期 色調一赤褐色、胎土一径0．2～2．5mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一良好、文様一蛇行隆帯文

10 78 JJ ／1 縄文中期後半 綾杉文

10 79 JJ JJ ／1 結節縄文NoJ076 と同一個体

10 80

10 81

10 82

10 83

108 4

1 08 5

1 08 6

10 8 7

10 8 8

J／

土　 器

／J

JJ

鉄　 粕

灰　 糊

付

土　 器

石　 器

土　 器

J／

付

票曜石・剥片

探鉢 ・胴部

JJ

J／

合子 ・胴部

筒茶碗 ・口緑部

筒茶碗 ・胴部

探鉢 ・胴部

JJ

縄文

縄文中期

／J

縄文中期後半

1声C 一

打

縄文中期

無　 文

無　 文

〝

隆帯＋列点文

隆帯亭

10 89 打製石斧 ・末製品 縄文 硬砂岩

10 90 深鉢 ・胴部 縄文中期後半 隆帯文

・10 9 1 11 ／J 磨梢縄文＋沈線

10 92 JJ

石　 器

鉄　 粕

JJ

J／

土　 器

付

け

土　 器

J／

土　 器

土　 器

rl

釣手土器・口縁部 1／ 沈線文＋列点文

10 93

10 94

109 5

1 09 6

1 09 7

打製石斧・短冊形

広口壷・酎 β

無粕壷 ・底部

壷・胴部

深鉢 ・胴部

縄文

15C 半ば

縄文中期

完形、砂岩

へラ切 り

隆帯文

1 09 8

10 9 9

10 0 0

1 10 1

釣手土器 ・釣平部

台付部

輝緑花崗岩

深鉢 ・胴部

縄文中期後半

JJ

縄文中期後半

列点文＋綾杉文、No．982 と同一個体

色調一淡黄褐色、胎土一径0．2－0．5mmの長石 ・石英などを少量含む
焼成一良好、文様一唐草文

11 02

11 03

11 04

11 05

110 6

深鉢 ・口綾部

瓦 ・破片

深鉢・胴部

キセルすい口

深鉢・胴部

1／

18 C ～

縄文中期後半

刺突女

結節縄文

縄文中期後半 唐草文

1 10 7 ／／ ／1
色調一褐色、胎土一径0 ．2－3．0mmの長石・石其・金雲母などをやや少な目に含む
焼成一良好、文様一結節縄文

1 10 8

1 10 9

1 11 0

1 11 1

1 11 2

1 11 3

11 14

11 15

11 16

J／

ロ

JJ

貢岩 ・剥片

深鉢 ・胴部

硬砂岩 ・剥片

碗

碗 ・胴部

皿 ・胴部

黒曜石 ・剥片

碗 ・口縁部

JJ

縄文

縄文中期後半

縄文

18C ～

縄文

15C 前半

唐草文

石　 器

土　 器

灰　 粕

鉄　 粕

灰　 粕

色調一淡黄褐色、胎土一径0．2－2．0mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一良好、隆帯＋斜縄文

淡緑色粕

灰　 粕 和一暗緑黄色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細かく良質
焼成一良好、No．1511 と同一個体

11 17 土　 器 深鉢・胴部 縄文中期後半 唐草文

－　58　－



番

号

挿

図

鍾

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴
高さ

（長さ）

口径

（幅）

胴径

厚さ）

底径

重さ）

11 1料

11 19 土　 器

長石塊

深鉢・胴部 縄文中期後半

（10 ．8 ）

9．5

14 ．6

4．3

4．7

1．7

1．8

125

110

唐草文

11 20 石　 器 打製石斧・短冊形 縄文 硬砂岩

11 21 土　 器 深鉢・胴部 縄文中期後半 結節縄文

11 22 ／J ／J JJ
色調一赤褐色、胎土一径0 ．2～3．0mmの砂粒を非常に多く含む、焼成一艮
文様一唐草文

112 3

112 4

112 5

／1

内　 耳

鉄　 粕

釣手土器・ロ縁部

胴　 部

碗 ・口縁部

rJ 釣手部

15 C 半ば
和一褐色、胎土一砂粒をほとんど含まず粘土のキメは比較的細かい
焼成一良好、1／8個体

112 6

1 12 7

1 12 8

1 12 9

1 13 0

1 13 1

JJ

JJ

常　 滑

鉄　 粕

灰　 軸

深鉢 ・胴部

〝

大要 ・胴部

碗・口縁部

黒曜石 ・剥片

碗 ・胴部

縄文中期

〝

14～15C

縄文

縄文中期

斜縄文

緑色粕

1 13 2 土　 器 深鉢 ・胴部 沈線文

1 13 3 Jl JJ 11 斜縄文

1 134

1 13 5

1 136

1 137

1 138

11 39

／J

陶　 器

天　 日

土　 器

／J

J／

J／

無粕婆 ・胴部

碗 ・ロ綾部

深鉢 ・胴部

付

け

J／

縄文中期

JJ

J／ 後半

縄文

色調一淡褐色、胎土一径0．2～2．0mmの長石 ・石英などをかなり多く含む
焼成一良、文様一沈線＋斜縄文

隆帯文

結節縄文

11 40 施　 軸 碗 ・胴部 灰白色軸

11 4 1 土　 器 深鉢・胴部 無　 文

11 42 青　 磁 碗・胴部 南東～元 刻文 ・蓮華文

11 43 土　 器 深鉢・胴部 縄文中期後半
色調一淡褐色、胎土一径0 ．2－2．0mmの長石・石英・金雲母などを非常に多く含む
焼成一良好、文様一隆帯文＋結節縄文

11 44

114 5

114 6

J／

鉄　 粕

土　 器

／1

碗 ・胴部

釣手土器

／J 唐草文

縄文中期後半 釣手部

114 7 J／ ／J J／ 〝　 、剥落

114 8 J／ 深鉢・胴部 JJ 条線文1 隆帯

114 9

115 0

1 15 1

／J JJ

黒曜石 ・剥片

深鉢 ・胴部

縄文中期

〝

縄文中期後半

無　 文

土　 器 条線文＋隆帯

1 15 2 JJ J／ 1／

縄文中期

14 ～15C

縄文

結節縄文

1 15 3 灰　 軸 碗 ・胴部 淡黄色粕

1 15 4

1 15 5

1 15 6

土　 器

常　 滑

石　 器

深鉢 ・胴部

大喪 ・胴部

打製石斧 ・短冊形

隆帯文

緑泥片岩

1 15 7 土　 器 深鉢 ・胴部 縄文中期 沈線＋斜縄文

1 15 8 ／J J／ 縄文 無　 文

1 15 9

1 160

1 16 1

1 162

11 63

石　 器

〝

土　 器

石　 器

土　 器

打製石斧 ・短冊形

緑泥片岩 ・剥片

深鉢 ・口緑部

砂岩 ・剥片

深鉢 ・胴部

JJ

rJ

縄文中期

完形、礫岩

無　 文

縄文中期後半 唐草文

11 64 J／ ／／ ／J
色調一黄褐色、胎土一径0 ．2－2．0mmの長石 ・石英などをやや少な目に含む
焼成一良好、文様一結節縄文

11 65

11 66

JJ

鉄　 粕

／1

碗 ・胴部

1／

18 C ～

縦の沈線文

－　59　－



番　。

了

挿

図

鍾

別

形　　 態
時 代 及

び時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴
高さ

長さ）

口径

川副

胴径

厚さ）

底径

重さ）

11 67

11 68

11 69 土　 器

割召石 ・剥片

〝

深鉢 ・胴部

縄文

J／

〝

4．6

5．1

タッチあり

〝

無　 文

11 70 JJ ／／ JJ 唐草文

11 71 石　 器 打製石斧 ・短冊形 JJ 刃部のみ、硬砂岩

11 72 土　 器 深鉢 ・胴部 縄文中期 沈線文

11 73 ／／ ／J 縄文中期後半 隆帯＋斜縄文

11 74

11 75

11 76

／J J／

黒曜石 ・剥片

深鉢 ・胴部

／J

縄文

縄文中期

結節縄文

土　 器 隆　 帯

11 77 ／1 J／ ／J 無　 文

117 8 ／J ／／ JJ 隆帯文

117 9 ／／

土　 器

／J ／J 無　 文

118 0

118 1

118 2

割 青石 ・剥片

貢岩 ・剥片

深鉢 ・胴部

縄文

〝

縄文中期

タッチあり

隆帯文

1 18 3 JJ ／J JJ 平行沈線文

1 18 4 ／／ J／ JJ 無　 文

1 18 5 JJ ／1 JJ 沈線文

1 18 6 JJ JJ ／J

縄文中期

縄文中期

無　 文

1 18 7 灰　 粕 筒茶碗 ・ロ縁部 灰白色粕

1 18 8 土　 器 深鉢 ・胴部 隆帯文

1 18 9 灰　 粕 瓶 ・胴部 ただれ

1 19 0 土　 器 釣手土器 刺突文

1 19 1 ／J 深鉢 ・胴部 縄文

縄文中期

無　 文

1 19 2 灰　 軸 筒茶碗 ・口縁部 灰白色粕

1 19 3 土　 器 探鉢 ・胴部 隆帯文

1 194

1 19 5

1 196

1 197

1 198

11 99

12 00

12 0 1

12 02

12 03

12 04

12 05

12 06

12 07

12 08

12 09

12 10

け

り

鉄　 粕

灰　 粕

灰　 軸

鉄　 粕

Jl

J／

すり鉢・胴部

筒茶碗・口縁部

大喪 ・胴部

皿・底部

砂　 岩

深鉢 ・胴部

J／

割謀石 ・剥片

碗・底部

深鉢 ・口縁部

／J

碗 ・胴部

深鉢 ・口縁部

大喪 ・胴部

皿 ・口綾部

縄文

〝

18C ～

縄文

JJ

〝

15C 半ば

縄文中期

〝

無　 文

灰白色軸

色調－やや黄味を帯びた灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的
細かい、焼成一良好、糸切り底

土　 器

JJ

石　 器

灰‾粕

土　 器

〝

鉄　 粕

土　 器

常　 滑

灰　 軸

無　 文

JJ

色調一灰白色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメも非常に細かく良質
娩成一良好、淡黄色粕

No．1205と同一個体

縄文中期

14～15 C

縄文中期

隆帯＋刺突文、No．1205と同一個体

緑色粕

12 11 土　 器 深鉢 ・胴部 縦の隆帯文

12 12 J／ ／J JJ 無　 文

12 13 JJ ／J ／1 隆帯＋斜縄文

12 14

1 2 15

／／ Jl

硬砂岩 ・剥片

／J

縄文

〝　　 、No．1213 と同一個体
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番

号

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴
高さ

長さ）

口径

（幅）

胴径

厚さ）

底径

重さ）

12 16

12 17

12 1 8

12 1 9

12 2 0

12 2 1

土　 器

石　 器

灰　 粕

石　 器

常　 滑

土　 器

深鉢 ・胴部

長石塊

四耳壷 ・胴部・

長石塊

大喪 ・胴部

深鉢‾・胴部

縄文中期 無　 文

15C

14～15 C

縄文中期

緑色粕、No．1341と同一個体 ？

沈線＋斜縄文

1 22 2 JJ Jl 11 沈線文

1 22 3 鉄　 粕 壷 ・胴部 18 C ～ 内面灰白色粕、外面鉄粕沈線あり

1 22 4 土　 器 釣手土器・釣手部 縄文中期 色調一淡褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの砂粒をごく少量含む、焼成一良好、文様一刺突文

1 22 5

122 6

122 7

122 8

122 9

123 0

12 31

12 32

JJ

土　 器

天　 日

灰　 粕

深鉢 ・胴部

長石塊

JJ

JJ

と　 石

深鉢・胴部

碗・胴部

碗・口縁部

縄文中期後半

縄文中期

18C

縄文

16C 前半

縄文

l縄文中期後半

縄文中期後半 ・

縄文中期後半

隆帯＋斜縄文

隆帯＋条線文

淡緑色粕

12 33 鉄　 粕 壷 ・胴部 沈線文あり

12 34 Jl 碗、口縁部 茶褐色柚（外）、白色粕

12 35 灰　 粕 皿・ロ縁部 暗灰色粕

12 36 土　 器 深鉢 ・胴部 条痕文

12 37

12 38

12 39

12 40

12 41

灰　 粕

鉄　 粕

天　 日

灰　 軸

天　 日

筒茶碗・口緑部

碗 ・胴部

碗 ・口緑部

JJ

碗 ・胴部

黄白色粕

黄白色粕

12 42

12 43

12 44

12 45

12 46

12 47

土　 器

石　 器

〝

JJ

JJ

土　 器

鉄粕皿 ・底部

貢岩 ・剥片

雲母片岩

緑泥片岩 ・剥岩

雲母片岩

深鉢 ・胴部

画花文

隆帯＋刺突文

12 48 Jl ／J 隆帯文

12 49

12 50

12 5 1

JJ JJ

粘土塊

深鉢 ・口縁部

唐草文

土　 器 唐草文、No．1016 と同一個体

12 52 JJ 深鉢 ・胴部 唐草文、No．1251と同一個体

12 5 3 ／J JJ JJ 唐草文

12 54

1 25 5

1 25 6

1 25 7

JJ

JJ

JJ

J／

JJ

J／

深鉢 ・口縁部

探鉢 ・胴部

付

け

縄文

縄文中期後半

唐草文、NoJ 016と同一個体

JJ

唐草文、No．1016と同一個体

1 25 8

1 25 9

1 26 0

1 26 1

JJ

／1

11

J／

JJ

JJ

JJ

JJ

縄文中期

〝

JJ 後半

〝

無　 文

〝

〝

隆帯文

1 26 2

1 26 3

1 26 4

JJ JJ

長石塊

JJ ・後半 結節縄文
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番

号

挿

図

種

別
形　　 態

態

時代及

び時期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ
長さ

口径

）（幅）

胴径
厚さ

底径

）重さ

1265 土　器

〝

深鉢・胴部 縄文中期

3．1

9．2

4．7

1．3

11．5

11．7

8．6

0．5

5．2

13．6

2

960

6．3

沈線文

12 66 J／ ／1 隆帯文

126 7 ／1

石　器

常　 滑

土　器

／／

J／ 縄文中期後半

14－15C

隆帯＋斜縄文

126 8 剥片石器 硬砂岩

126 9 大喪・底部 色調一線灰色、胎土一砂粒をほとんど含まずi粘土のキメは非常に細かく良質
娩成一良好

127 0

12 7 1

12 7 2

黒曜石

深鉢・底部

深鉢・胴部

縄文

〝

縄文中期後半

エンドスフレイバー

唐草文

127 3

12 74

12 75

12 76

127 7

J／

石　器

土　器

内　耳

土　器

／／

深鉢・胴底部

すり石・砂岩

深鉢・胴部

口縁部

深鉢・胴部

縄文中期

縄文

縄文中期

15－16C

縄文中期後半

無　文

沈線文

結節縄文

127 8 深鉢・底部 縄文中期 無　文

127 9 ／1 探鉢・胴部 縄文中期後半 唐草文

128 0 ／J 深鉢・口縁部 縄文前期 色調一決褐色、胎土一径0．2－2．0mmの長石・石英などを中程度含む
娩成一良好、文様一隆帯＋刻み目

128 1 11

石　器

土　器

／／

深鉢・胴部 縄文中期

縄文中期半～後半

唐草文

128 2 すり石 輝緑岩、ススける

128 3 深鉢・胴部　 、 色調一赤黄褐色、胎土一径0．2－2．0mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
焼成一良、文様一重孤文＋隆帯＋連続刺突文

1284 ／J 縄文中期 無　文

1285

12 86

12 87

128 8

128 9

1 29 0

1 29 1

12 9 2

付

け

／／

石　器

土　器

内　耳

古　 銭

土　器

内　耳

灰　粕

JJ

J／

11

J／

酎）石＆敲打器

深鉢・胴部

縄文中期後半

縄文中期

縄文中期後半

縄文

縄文中期

隆帯＋斜縄文

唐草文

斜縄文

私鋳銭

胴　部

嘉祐通賓 鎌倉末～室町

129 3

12 94

12 9 5

12 96

12 97

深鉢・胴部 縄文中瑚後半 色調一表‥・黒褐色、裏・‥褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などをやや
多目に含む、焼成一良好、文様一結節縄文

暗緑色粕

長石塊

底　部

壷・胴部

15～16 C

15 C半ば

129 8 ／1 〝　 、No．1297と同一個体

129 9

1 30 0

1 30 1

1 30 2

13 0 3

／J

内　耳

天　日

鉄製品

土　 器

灰　粕

鉄　粕

内　耳

古　銭

土　器

鉄　粕

四耳壷

胴　部

碗・口縁部1／5

鉄

軸一明緑色粕、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメはかなり細かく良質
焼成一良好

16C前半 和一褐色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメも比較的細かく良質
焼成一良好

深鉢・胴部 縄文中期後半

北宋

隆帯十斜縄文

1304

13 0 5

13 06

13 07

壷・胴部

鉄粕壷・胴部

胴　部

宣和通賓

ただれ

微宗、宣和年間（1100～1125）

13 08 深鉢・胴部 縄文中期 無　文

130 9

1 3 10

1 3 11

1 31 2

13 1 3

茶壷・‘口縁部

黒曜石・剥片

深鉢・胴部

底　部

すずり縁部

15C

縄文

縄文中期後半半ば

15－16 C

色調一嗜灰褐色、粕一褐色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細か
く良質、焼成一良好

土　器

内　耳

色調一淡赤黄褐色、胎土一径0．2－2．0mmの長石・石英などを少量含む
焼成一良好、文様一隆帯＋条線＋爪形文

粘板岩
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番

号

挿

図

種

別

形　　 態
時 代及

び時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　 徴
高さ
（長さ）

口径
（幅）

胴径
厚さ）

底径
重さ）

1314

13 15

13 16

13 17

13 18

13 19

石　器

〝

鉄製品

灰　粕

常　滑

土　器

長石塊

と　石

壷・胴部

大喪・胴部

深鉢・胴部

15C

14～15C

縄文中期後半

14．8

5

4．1

4．3

3．5

2．2

247

82

緑色粕

結節縄文

1320 rJ ／J JJ

17 C

縄文

11

14～15 C

17 C

18 C～

縄文

中世

縄文

縄文中期後半

平行沈線文

132 1 青　磁 碗・口縁部 色調一明緑青色、胎土一堅致、灰青色、焼成一良好、文様一雷文

1322

13 23

13 24

13 2 5

13 26

13 27

13 28

13 29

13 30

1 33 1

1 332

1 33 3

1 334

1 33 5

1 33 6

1 33 7

1 33 8

1 33 9

石　器

内　耳

鉄　粕

内　耳

石　器

土　器

常　滑

鉄　粕

灰　軸

石 蕗

土　器

と‾石

胴　部

碗・胴部

底　部

と　石

黒曜石・剥片

深鉢・胴部

大喪・胴部

筒茶碗・胴部

筒茶碗・胴部

黒曜石・剥片

と石・剥片

溶解物

枯土塊

黒曜石・剥片

深鉢・胴部

黒曜石・石核

すり石

安山岩

黄白色粕

色調一暗褐色、胎土一径0．2－1．0mmの長石・石英・金雲母などをやや多削こ含む
焼成一点、文様一綾杉文

石　器 縄文 粘板岩

134 0 土　器 壷・胴部 縄文 色調一淡褐色、胎土一径0．2－2．0mmの長石・石英などを中程度含む
娩成一良、文様一条痕文

134 1 灰　粕 甲 壷 15C

縄文中期

色調一緑灰褐色、胎土一径1．0mm前後の砂粒を微量含み、粘土のキメはあらい
焼成一良好

134 2 灰　軸 壷・胴部 緑色粕、No．1317と同一個体

134 3 土　器 深鉢・胴部 条線文

134 4

1 34 5

1 34 6

1 34 7

灰　粕

土　器

J／

碗・底部

黒曜石・剥片

深鉢・胴部

〝

18C ～

縄文

縄文中期

縄文中期後半

淡黄白色粕

隆帯＋斜縄文

134 8 JJ JJ JJ No．1347と同一個体

134 9

1 35 0

1 35 1

135 2

135 3

135 4

135 5

135 6

135 7

135 8

13 59

136 0

136 1

136 2

石　器

土　 器

鉄　柵

JJ

石　 器

〝

土　 器

〝

石　 器

灰　粕

土　器

砂　岩

深鉢・胴部

筒茶碗口縁部

深鉢・底部

石英塊

硬砂岩

深鉢・胴部

深鉢・日録部

輝緑花崗岩

小形皿・口緑部

黒曜石・剥片

溶解物

深鉢・胴部

縄文中期

18C～

縄文中期

縄文中期

J1

16C前半

縄文

縄文中期後半

色調一赤褐色、胎土一径0．2－3．0mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一ややあまい、文様一隆帯＋渦巻文

隆帯文

黄白色粕

唐草文
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挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

長さ

口径

）（幅）

胴径

厚さ

底径

）重さ

13 63

13 64

天　 日

鉄　 粕

土　 器

〝

〝

〝

鉄軸碗・胴部

蓋部

15C 半ば

縄文中期後半

11

JJ

JJ

9

2．2

5．7

12．4

1．4

1

0 ．4

80

0 ．5

No．634と同一個体

13 65

13 66

136 7

136 8

深鉢・胴部

〝

深鉢 ・口緑部

深鉢 ・胴部

色調一褐色、胎土一径0 ．2－3．0mmの砂粒を中程度含む、焼成一点、文様一唐草文

唐草文

1 36 9 JJ ／J Jl 沈線文 ・

1 37 0

1 37 1

1 372

13 7 3

13 74

13 75

13 76

13 77

13 78

137 9

138 0

138 1

1 38 2

1 38 3

1 38 4

1 38 5

13 86

13 87

13 88

13 89

13 90

13 91

139 2

1 39 3

1 39 4

1 39 5

1 396

13 97

13 98

13 99

14 00

140 1

140 2

rJ

JJ

JJ

JJ

天　 日

灰　 粕

内　 耳

Jl

石　 器

灰　 稚

鉄　 粕

土　 器

鉄　 粕

土　 器

石　 器

灰　 袖

鉄　 粕

rJ

JJ

石　 器

土　 器

天　 日

鉄　 粕

石　 器

土　 器

内　 耳

土　 器

土　 器

ル

ル

石　 器

11

／J

深鉢 ・口縁部

探鉢 ・胴部

碗 ・口縁部

碗・胴部

胴　 部

JJ

と石　 安山岩

杯・胴部

鉄柵碗 ・胴部

深鉢 ・胴部

すずり緑部破片

壷 ・胴部

深鉢 ・口縁部

縄文中期

縄文中期後半

rJ

〝

15C 半ば

JJ

15C ～16C

縄文中期後半

16 C

縄文中期

唐草文

〝

無文、唐草文

白色粕

結節縄文

’色調一赤褐色、胎土一径0．2－2．5mmの長石・石英・金雲母などをやや少な目に含む
焼成一良好、文様一斜縄文

打製石斧 ・撥形 fl 刃部少し欠く、緑泥片岩

黒曜石 ・剥片 11

縄文中期

JJ

縄文中期

15C 半ば

縄文

縄文中期

縄文

縄文

縄文中期

J1

11

縄文

タッチあり

合子 ・胴部

碗 ・胴部

探鉢・胴部

〝

すり石

長石塊

探鉢 ・胴部

硬砂岩 ・剥片

碗 ・口縁部

黒曜石 ・石核

合子 ・胴部

有脚 ・石鉄

深鉢・胴部

胴底部

割握石・石鉄

深鉢 ・胴部

黄白色粕

隆帯文

〝

硬砂岩

色調一黒色、褐色粕 ・ロ緑部、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは非常に細
か く良質、焼成一良好

チャー ト

No693と同一個体

色調一明褐色、胎土－ 2mm前後の長石 ・石英多し、焼成一点、文様一結節縄文

140 3 黒曜石 ・石鉄 頭部のみ

1 40 4

14 0 5

14 06

14 07

14 08

長石塊

深鉢 ・胴部

深鉢 ・口縁部

深鉢 ・胴部

打製石斧・短冊形

火打石

隆帯＋斜縄文

粘板岩

14 09 土　 器 探鉢 ・胴部 縄文中期 色調一赤褐色、胎土一径0．2－1．0mmの長石・石英・金雲母など中程度含む
焼成一ややあまい、文様一隆帯＋斜縄文

14 10 JJ・ J／ 縄文中期後半 唐草文

14 11 Jl 深鉢・口縁部 JJ 無　 文
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14 12 土　 器 探鉢・胴部 縄文中期後半

11．4

へラ先の綾杉文

14 13

14 14

14 15

14 16

14 17

14 18

14 19

14 20

14 2 1

rJ JJ

硯緑部破片

深鉢・胴部

硬砂岩 ・剥岩

貢岩 ・剥片

碗 ・胴部

緑泥片岩 ・剥片

瓦 ・破片

深鉢 ・胴部

／J 横走隆帯文

土　 器

石　 器

灰　 軸

石　 器

〝

縄文中期後半

JJ

l／

縄文

中世～

縄文中期

唐草文

黄白色粕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔

隆帯＋沈線文

14 22

14 2 3

14 2 4

14 2 5

14 2 6

1 42 7

1 42 8

1 42 9

1 43 0

JJ JJ

黒曜石 ・剥片

探鉢 ・胴部

硬砂岩＼剥片

と　 石

焼成粘土塊

瓶 ・胴部

深鉢 ・胴部

縄文中期後半

縄文

縄文中期後半

縄文

中世

縄文中期

唐草文

土　 器 沈線文

石　 器

灰　 粕

土　 準

変輝線岩

沈線文

1．43 1

1 43 2

14 33

JJ

Jl

JJ

深鉢 ・ロ縁部

深鉢 ・胴部

Jl

／J

rJ

Jl

無　 文

〝

色調一明褐色、胎土－ 5mm前後の砂粒を含む、焼成一良好、文様一綾杉文

14 34 JJ J／ 縄文中期後半
色調一淡赤黄褐色、胎土一径0 ．2－1．5mmの長石・石英・金雲母などを多目に含む
焼成一良好、文様一結節縄文

14 35

14 36

14 37

Jl J／

硬砂岩・剥片

深鉢 ・胴部

縄文中期

縄文

縄文中期後半

綾杉文

土　 器 唐草文

14 38 J／ J／ JJ
色調一明黄褐色、胎土一径0．3－3 ．0mmの長石・石英・金雲母などをやや多目に含む
焼成一良好、文様一蛇行隆帯＋短条線文

14 39 JJ JJ JJ
色調一褐色～暗褐色、胎土一径0．2－3 ．0mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
焼成一良好、文様一蛇行隆帯＋短条線文

14 40

14 4 1

14 42

／J

鉄　 粕

土　 器

11

皿 ・胴部

深鉢 ・口縁部

Jl 蛇行隆帯＋短条線文、No．1439 と同一個体

縄文中期後半

16C 半ば

縄文中期

縄文中期半ば後半

色調一明褐色、胎土－3 mm前後の長石 ・石英を含む、焼成一良好、文様一横走隆帯文

14 43

14 44

14 4 5

14 46

14 47

14 4 8

14 4 9

14 5 0

14 5 1

14 5 2

14 5 3

14 5 4

1 45 5

1 45 6

1 45 7

彿 粕

石　 器

鉄　 軸

土　 器

〝

皿・底部

砂　 岩

黒曜石 ・石核

皿 ・ロ緑部

黒曜石 ・剥片

深鉢 ・胴部

〝

へラ切り

色調一和一褐色に黒色が斑状にまじる、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは
比較的細かい、焼成一良好

隆帯文

土　 器

Jl

JJ

土　 器

〝

〝

深鉢 ・胴部

〝

rJ

粘土塊

深鉢 ・胴部

縄文中期

〝

〝

縄文

縄文中期

無　 文

〝

隆帯文

色調一淡赤褐色、胎土一径0．2－2．0mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
焼成一良好

145 8 深鉢 ・胴底部 ／1
色調一淡赤褐色、胎土一径0．2－1．5mmの長石 ・石英などをやや少目に含む
焼成一良

145 9 深鉢 ・胴部 Jl 無　 文

146 0 11 JJ 綾杉文

－　65　－



番

号

挿

図

種

別

形　　 態
時 代 及

び 時 期

計　 測　 値

特　　　　　　　　　　　　 徴

）

高さ

長さ

口径

）（幅）

胴径

厚さ

底径

）重さ

146 1 土　 器 深鉢 ・底部 縄文中期

15．2 5．6 2．5 288

綱代底

146 2 1／ 深鉢 ・胴部 縄文中期後半 唐草文、No．1016 と同一個体

146 3 ／J ／J 縄文中期 無　 文

1 46 4 石　 器 剥片石器 ／J 硬砂岩 ．

1 46 5 土　 器 深鉢・胴部 ／／ 隆帯文

1 46 6

1 46 7

14 6 8

14 6 9

14 7 0

14 7 1

／／

石　 器

J／

土　 器

深鉢・口縁部

硬砂岩・剥片

輝緑花崗岩

深鉢 ・胴部

輝緑花崗岩

深鉢 ・胴部

JJ

／J

縄文中期

無　 文

色調一淡褐色、胎土一径0．2－3．0・mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
焼成一良好

土　 器 縄文中期後半 隆帯十条線文

14 7 2 J／ ／J J／ 隆帯文

14 7 3 ／／ J／ JJ 条線文

14 74 石　 器 すり石 縄文 雲母片麻岩

14 7 5 土　 器 深鉢 ・胴部 縄文中期 隆帯渦巻文

14 76 Jl ／／ JJ 斜縄文

14 77 ／J JJ 〝初
色調一赤褐色、胎土一径0 ．2－3．0mmの長石・石英・金雲母などをかなり多く含む
焼成一良、文様一沈線文、竹管の平行

14 78 J／ ／J 1／ 竹管文

14 79

14 80

14 81

／J

鉄　 粕

土　 器

J／

壷 ・底部

深鉢 ・胴部

〝初～半ば

15 C

縄文中期後半

斜縄文

重孤文

148 2

148 3

148 4

1 48 5

1 48 6

14 8 テ

古　 銭

内　 耳

石　 器

石　 器

土　 器

〝

元豊通賓

底　 部

と石 ・破片

黒曜石・石核

貢岩・剥片

台付土器 ・器台部

鎌倉末～室町

15～16C

縄文

〝

縄文中期

私鋳銭

安山岩

色調一淡黄褐色、胎土一径0 ．2－2．5mmの長石・石英・金雲母などを少量含む
焼成一良好

14 8 8 深鉢 ・胴部 縄文中期後半 色調一褐色、胎土一径0 ．2－3．0mmの砂粒をかなり多く含む、娩成一良好

14 8 9 J／ 深鉢 ・口縁部 縄文中期 色調一暗褐色、胎土－2 ．5mm前後の長石含む、焼成一良好、文様一無文

14 90 ／J J／ J／ 色調一灰褐色、胎土－6 mm前後の粗い長石 ・石英を含む、焼成一良好、
文様一蛇体装飾 ・刺突文

14 9 1

14 92

14 93

14 94

14 95

14 96

14 97

／／

灰　 粕

石　 器

石　 器

土　 器

深鉢 ・胴部

碗 ・底部

スクレイパー

長石塊

／／

11C ～

縄文

条線文

黒曜石

沈線文深鉢 ・胴部 縄文中期

14 98

149 9

150 0

1 50 1

1 50 2

1 50 3

1 50 4

1 59 5

1 596

15 07

15 08

15 09

石　 器

〝

天　 日

染　 付

土　 器

灰　 粕

石　 器

石　 器

灰　 粕

すり石 ・破片

長石 ・剥片

碗 ・胴部

碗、胴部

鉄柵皿・底部

小皿・ロ縁部

長石塊

溶解物

打製石斧 ・短冊形

黒曜石 ・剥片

縄文

15C 初

縄文

硬砂岩

完形、硬砂岩

灰白色粕小形埠 ・口縁部 18 C ～
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1510

1 5 11 灰　粕

2．6 10．2

26．8

4．7

No．1116と同一個体、1／3個体、ススける茶　 碗 15C

縄文中期

151 2 染　 付 碗、底部 色調一暗褐色、胎土－こまかく黒雲母含む、焼成一良好

151 3 土　器 深鉢・胴部 隆背丈

1514 ／J rl 縄文中期後半 色調一決赤褐色、内面…黒褐色、胎土一径0．2～3．0mmの長石・石英などをやや多目に
含む、焼成一良好、文様一斜縄文＋刺突文

151 5

15 16

15 17

15 18

付

け

土　器

灰　粕

鉄粕・茶人

JJ

深　鉢

小　皿

16C半ば

縄文中期後半

15C半ば

No．1516と同一個体、1／2個体、糸切り底

色調一灰色、和一淡緑色、胎土一砂粒をほとんど含まず、粘土のキメは比較的細かく

2．2 11．6 6．3

良質、焼成一良好、1／4個体、糸切り底

1519

15 20

15 21

15 22

JJ

青　磁

石　器

土　器

JJ

碗・底部

すり石

深鉢・胴部

／J

南東一元

縄文

J／

色調一灰色、粕－やや暗い緑灰色、胎土一径1mm前後の砂粒を微量含み、粘土のキメ
はややあらい、焼成一良好、1／4個体、糸切川底

結節縄文

152 3 灰　粕 深皿・底部 15C No．732と同一個体
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16．縦堀出土内耳土器（ロ綾部）



19．柱穴址1号周辺出土きせる雁首

21．同上　出土石器
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46．C地区遺構外出土土師器 47．C地区遺構外出土縄文0弥生土器



青木」赦’i畳跡

＼



例

1．本調査は、昭和59年度に実施された駒ヶ根東部土地改良区東部地区県営ほ場整備事業に先立

つもので、昭和59年8月20日から9月16日にかけて調査したものである。

2．発掘調査は、国庫・県費補助対象事業として、補助金を得て駒ヶ根市教育委員会が中心とな

り、駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会を組織して行った。
‾－

3．発掘調査の中で、遺構・遣物の実測は、小原晃一、北村英憲、北沢武志が担当し、写真撮影

は小原が担当した。

4．遺物整理・報告書作成作業の中で、土器洗いは小町谷杉穂、注記は宮沢美智子が担当した。

遺物の復元は小原、拓本は宮沢、遺物の実測は小池幸夫が担当し、遺物及び遺構図のトレース

は宮沢、図の作成は小原、小池が担当した。写真撮影は小原が行った。

5．本報告書の執筆は、小原が行った。

6．本書は、調査によって明らかとなった遺構及び遺物をより多く図・表示することに重点をお

き、文章記述は簡便にした。

7．遺構・遺物関係の図面の縮尺は、その都度明示してある。

8．遺物の表示については、その都度明示してある。

9．遺構等の断面層位は、次のとおりである。

I層一褐色土く表土〉

I′層－　〝　く耕作土〉（ローム粒含）

II層一暗褐色土く　〝　〉

II′層－　〝　　　く　〝　〉（ローム粒含）

III層一暗茶褐色土（木炭粒含）

III′層－　〝　　（木炭粒・ローム粒含）

IV層一黒褐色土（木炭粒含）

Ⅴ層一黒色土（木炭粒含）

VI層－ローム層（砂質）

VI′層－ローム漸移層

ⅥI層－III層＋砂混土

ⅥI′層－III層＋砂・礫混土

Ⅷ層一焼土・木炭

VIII′層一焼土・木炭＋Ⅴ層混土

IV′層－　〝　　（木炭粒・ローム粒含）

10．当遺跡の出土遣物及び諸記録・図面は、市立駒ヶ根博物館が保管している。
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第22図　青木城周辺小字名分布図　……………………34　図版10　内耳土器、常滑大婆、硯・砥石、鉄鉄、のみ、

鉄棒、火打石、灰粕水滴、墨書陶器皿、東伊那

公民館郷土史講座見学風景、発掘参加スタッフ



第I章　発掘調査の経過

第1節　発掘調査の経過

青木城遺跡が昭和59年度駒ヶ根東部土地改良区東部地、区県営ほ場整備事業施工区域内に入り、

保護協議の必要が生じたため、昭和58年9月6日に、長野県教育委員会文化課小林主事、南信

土地改良事務所岩崎主任、同丸山主任、駒ヶ根市農林課倉田、市教育委員会北沢、下村、小原

出席のもとに事前協議を行い、発掘調査をして記録保存を行うこととなった。調査費用の内訳

は、南信土地改良事務所分362．5万円、国県補助対象事業分137．5万円（国庫補助分68．7万円、．県

費補助分20．6万円、駒ヶ根市負担分48．2万円）で、総額500万円、調査面積1，000m2以上という

内容であった。事務手続きは以下のとおりである。

昭和59年1月6日

4月10日

4月10日

5月15日

5月29日

5月30日

7月6日

7月18日

8月1日

10月27日

12月5日

昭和60年3月5日

3月30日

3月30日

3月30日

昭和59年度文化財関係補助事業計画について（提出）

昭和59年度文化財関係国庫補助事業の内容について（通知）

昭和59年度文化財保護事業県費補助金の内示について（通知）

昭和59年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請について（提出）

青木城遺跡の保護について（通知）

埋蔵文化財包蔵地青木城遺跡の発掘調査について（通知）

昭和59年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定通知

昭和59年度文化財保護事業補助金の交付決定について（通知）

埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約

埋蔵文化財の収得について（届）・埋蔵文化財保管証

埋蔵物の文化財認定について（通知）

昭和59年度青木城遺跡発掘調査報告書の印刷について

埋蔵文化財包蔵地発掘調査請求書の提出について

昭和59年度文化財保存事業完了報告書の提出について

昭和59年度国宝重要文化財等保存整備費補助金実績報告書・同補助金交付

請求書について（提出）

3月30日　昭和59年度文化財保護事業実績報告書・同補助金交付請求書について（提

出）

昭和59年度文化財保護事業青木城遺跡発掘調査県費補助金の額の確定につ

いて（通知）
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第2節　調査会の組織（駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会）

顧　問　　鈴　木　義　昭　（駒ヶ根市教育委員長）

会　長　　木　下　　　衛

理　事　　小　池　金　義

〝　　　友　野　良　一

〝　　　松　村　義　也

〝　　　林　　　　　剋

〝　　　竹　村　　　進

／／

／／

中　山　敬　及

下　村　幸　雄

監　事　　北　原　名田造

／／ 宮　下　恒　男

幹　事　　北　沢　書　三

〝　　　原　　　　　茂

〝　　　野々村　はるゑ

〝　　　斎　藤　香　代

〝　　　小　原　晃　一

（市教育長）

（市教育長）く会長職務代理〉

（駒ヶ根市文化財審議会会長）

（　　　〝　　　　　副会長）

（　　　〝　　　　　委員）

（　　　〝　　　　　〝）

（　　　〝　　　　　〝）

（市立駒ヶ根博物館長）

（駒ヶ根郷土研究会会長）

（市収入役）

（市教育委員会社会教育係長）

（　　〝　　社会教育係）

（市立駒ヶ根博物館）

（　　〝　　　）

（　　〝　　　）

・青木城遺跡発掘調査団（事務所　駒ヶ根市上穂南2番15号　市立駒ヶ根博物館内）

団　長　友　野　良　一　（日本考古学協会会員）く発掘担当者〉

調査員　　小　原　晃　一　（長野県考古学全会員）く　　〝　　〉

〝　　　小　町　谷　元　（上伊那考古学全会員）

作業員　中村文夫、白川仁重、小林正信、宮下三郎、下島清一、渋谷吉子、小林満寿子、佐藤

秋子、細田律恵、佐藤慶子、赤羽笑子、l渋谷光子、下平チカエ、北村英憲、北沢武志

指導者　小　林　　字　（長野県教育委員会文化課指導主事）

〝　　　伝　田　和　良　（　　　〝

〝　　　樋　口　昇　一　（長野県史刊行会専門主事）

〝　　　桐　原　　　進

〝　　　宮　下　健　司

〝　　　林　　　茂　樹

〝　　　気　賀　沢　進

（　　〝　　　　〝　）

（　　〝　　　　〝　）

（日本考古学協会全員）

（　　〝　　　　）

－　2　－

〝　）

く順不同、敬称略〉



第3節　発掘作業経過

・発掘作業日誌

8月10日　調査対象区（調査D地区）内、約1，000mzを重機により桑畑の抜根、排土を行う。

8月20日　テント設営。5mX5mのグリッド設定。A～Q－グリッド（以下Gとする）、S～W－

Gの重機排土による残土除去作業。B・M＝689．000に設定。地形測量を品で行う。P・Q・T・

U－Gより、古銭（元祐通賛）、青磁、内耳、常滑などが出土する。P・Q－Gに柱穴らしき落ち

込みが確認される。A～B－G内より焼土・木炭集中して出土。住居跡となると思われる。

8月21日　引き続き地形測量を行う。遠景写真撮影。L・R、U～Ⅹ、‾S′～U′－Gの残土除去作

業。U－Gを中心として内耳土器が多く出土する。灰粕水滴破片、天目茶碗破片とともに磨製・

打製石斧も出土する。焼土・木炭が集中していることから住居跡と考えられる。

8月22日　U～Ⅹ、U′～Ⅹ′－Gの残土除去作業を行う。U－Gより古瀬戸灰粕四耳壷片、Ⅴ－G

よりタタキ床面が検出される。Ⅹ－Gからも古瀬戸灰粕四耳壷片が出土。

8月23日　地形測量を行う。L′・R′・Y・Z、Ⅴ′～Ⅹ′－G残土除去作業。R′－Gより縄文中期

後半の土器胴部片出土。A～P－Gの西側、A～S′－Gの南側を拡張して掘り下げる。B－Gよ

り石棒出土。土の周辺の落ち込みを第1号住居跡とする。A～R－G内を仮清掃する。C・J・

G・0－Gに土墳状の落ち込みあり。調査風景、遺物出土状態を写真撮影する。

8月24日　調査区内南側部分A′～S〝－Gの清掃。東西に土手に沿って幅約3m位の落ち込みが

あり堀状遺構とする。西から5mおきにベルトを設けI～VI区と設定する。II区～IV区掘り下げ。

III区より古瀬戸灰粕折線深皿片出土。第1号住上面清掃。焼土・木炭分布状態を平板測量。

8月25日・26日　行事の為、現場作業休み。

8月27日　雨天の為、現場作業休み。

8月28日　堀状遺構II～IV区掘り下げ。南側土手下に堀の底があると思われ、深さはII・III区で

60－70cm、IV区で1m10cm前後と深くなる。台地は南・西へ傾斜し、堀は西から東へ徐々に深く

なる状態を示している。II区より小溝と集石が検出され、折線深皿、卸皿が出土。III区西寄りの

北壁から底中央にかけてタタキを行った面が検出される。グリッド内出土遺物平板測量。

8月29日　堀状遺構II～VI区掘り下げムII区底面寄りの集石は焼けている。IV区III層（暗茶褐色

土）中より古瀬戸灰和平碗胴底部片が出土。II～Ⅴ区出土遺物平板測量。出土遺物写真撮影。VI

区より古銭（天醇通貿）、内耳、打製石斧が出土する。

8月30日　堀状遺構II～VI区掘り下げ、ほぼ終了する。I区掘り下げ開始。第1号住ベルト設定、

掘り下げ開始。堀状遺構I～IIIベルト清掃、．判別0写真撮影0VI区より古銭（天聖元賓）出土0

第1号住より縄文中期後半の土器片出土。

8月31日　堀状遺構I区掘り下げ。陶器片出土。II・III区出土遺物及び堀プラン平板測量。I～Ⅴ

ベルト断面実測、写真撮影。第1号住掘り下げ。焼土・木炭多く遺存している。
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9月1日　堀状遺構I～Ⅴベルト取りはずし作業。IV～VI区出土遺物・堀プラン平板測量。横堀

I・II区掘り下げ。打製石斧、縄文中期土器片出土。U～W、U′～W，－G掘り下げ。常滑、内耳、

墨書陶器皿（東か束、束と読める）出土。

9月2日　現場作業休み。

9月3日　堀状遺構I～Ⅴベルト取りはずし終了。縦堀と改名する。横堀I区掘り下げ。堀底は

平らで、徐々に北東へ上がることから入口部分とも考えられる。U～W、U′～W，－G掘り下げ終

了。出土遺物等平板測量。横堀III・IV区掘り下げ。礫が中層に多く、陶器、縄文土器等出土。

9月1日　縦堀I区、横堀I区出土遺物平板測量、写真撮影。横堀III～IV区掘り下げ。礫の集中

する箇所が見られる。釣手土器片、打製石斧、灰粕陶器、常滑等出土。T・T，～W・W，－G仮清

掃。タタキ床、焼土集中、柱状落ち込み顕著。出土遺物平板測量、レベル実測、写真撮影。横堀

は北へ向って、掘り込みではなく自然地形に吸収されて行くと考えられる。

9月5日　縦堀I区堀平面平板測量。横堀I・Ⅴ区掘り下げ。横堀II区遺物・礫平板測量。T・

T’～W・W′－Gの遺構を第2号住とする。盤状の石列や青磁、常滑、砥石等が出土。

9月6日　横堀I区掘り下げ、ほぼ終了。II区掘り下げ中途。III区遺物・礫平板測量、レベル実

測。H～L・N～R－Gを清掃し、柱穴址群、土壌を掘り下げる。T，－Gより長方形の落ち込み

確認する。竪穴遺構1号とする。全体の写真撮影を行う。

9月7日　横堀II・III区掘り下げ、ほぼ終了。IV・Ⅴ区遺物・礫平板測量。竪穴遺構1号ベルト

を残し掘り下げ。灰粕四耳壷、鉄製品出土。土墳2～4・6号吉かソト。柱穴址群掘り下げ。

9月8日　竪穴遺構1号掘り下げ。古銭2枚、天日、内耳等出土。横堀HI・IV区掘り下げ、ほぼ

終了。Ⅴ区中途。柱穴：址群掘り下げ。

9月9日現場作業休み。

9月10日横堀II～Ⅴ区掘り下げ、終了。土墳7号Iかソト。縄文中期後半台付深鉢土器の台部

中層より出土。土墳5号吉かソト。竪穴遺構1・2号掘り下げ。出土遺物平板測量。写真撮影。

9月11日　第1号住掘り下げ。東壁に周溝あり。西壁は横堀によりやや切られる。竪穴遺構1号

ベルト断面実測。横堀II～Ⅴ区ベルト清掃。II～IV区ベルト断面実測。写真撮影。

9月12日　第2号住柱穴掘り下げ、平板測量。2号住床面より土墳8・10号検出。横堀II～Ⅴ区

ベルトはずし。清掃。竪穴遺構1号ベルトはずし。柱穴址群掘り下げ。写真撮影。

9月13日　第1号住柱穴掘り下げ。土墳1～6号断面実測。土墳8～10号吉かソト。第2号住焼

土・木炭除去。鉄粕茶人÷個体、天目茶碗‡個体出土。

9月14日　第1号住プラン実測。土壌7－10号断面実測、掘り下げ。竪穴遺構1・2号プラン実測。

柱穴址群プラン実測。写真撮影。地面の揺れがわかる程、大きな地震あり。

9月15日　第1号住ベルトはずし、清掃。第2号住平板測量。横堀I区清掃。器材整理。

9月16日　第1号住プラン実測。発掘調査区域全体写真撮影。器材撤収。本日にて調査終了。
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第II章　遺跡の環境

第1節　地理的及び歴史的環境

当遺跡は、駒ヶ根市東伊那火山3499－1・2・4、3500－1、3501番地に所在する。国鉄飯田

線大田切駅より北東へ約4kmに位置し、標高は690m前後である。

遺跡地は。諏訪湖より、流れ出て南下する天竜川の左岸で、その支流となる塩田川が造り出し

た扇状地の南側の小高い舌状台地上に立地し、塩田川との比高差は約30mを測る。この舌状台地

は、東方の山麓より西に向って形成されており、東西約450m、南北約・100mを測り、標高730mか

ら690mへかけて傾斜している。台地は大観して中央部（標高700～705m）より東が傾斜が強く（約

100）、西へかけて徐々に弱くなる。この傾斜が弱くなる先端部は、東西80cm、南北50cmの規模で

迫り出している。周囲より5m程高い。この先端部の西側約40m離れて高遠往還（現在の主要地方

道伊那・生田・飯田線）が北の火山峠へ向って南北へ走っている。

天竜川の左岸段丘の東伊那地区から中沢地区にかけては、中世の城跡が数多く存在している。

第1図中、北より13は大久保城、15は高田城、24は稲村城、25は稲村古城が段丘上に位置し、扇

中央部には、19城村城、20小城（「城村古城」）が位置している。いずれも、高鳥春山、戸倉山を

初めとする伊那山地から天竜川へと西流する河川が造り出した扇状地上に位置し、周辺には何川

による自然断涯をもつことが特徴である。地形的に見ると青木城は、他の城とは様相が異なり、

山麓寄りに位置することになる。

城跡以外に当遺跡に関連する史跡としては、天正棟札が保存されている4の高山神社がある。

この外、東伊那地区には、2青木（平安、中世～近世）、3青木北（縄文・平安）、5火山（縄

文）、7上塩田（縄文・平安・中世）、8は石経塚（中世～）、9栗林神社東（弥生後期）、10善込

（弥生後期）、11垣外上（弥生）、12箱畳（平安、中世～近世）、16反目（縄文）、17遊光（縄文）、

18反目南（縄文）、21桃山（弥生）、22桃山古墳（消滅）、23柏原古墳（消滅）、26殿村（平安）、27

山田（縄文）、28丸山（縄文、弥生）、29狐久保（縄文・弥生）、30稲荷古墳がある。

特に、6塩田城は近接する中世城跡として関連が注目される。また、7上塩田遺跡からは、昭

和57年度の発掘調査により15～16Cの天目茶碗、古瀬戸灰粕、青磁等が出土しており、当遺跡の

出土遺物と似る点、距離的に近いことなどから、同一の生活・生産基盤をもつ領域内の遺跡とし

ても考えられる。
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第I図　青木城遺跡及び周辺遺跡分布図（S＝】／25′000）
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第III章　発掘調査

第1節　調査概要

調査に先立ち、調査D地区及び周辺の桑畑、野菜畑の表面採集を行い、縄文中期後半土器片、

石鉄、古瀬戸灰粕、近世陶器等を採集する。

調査方法は、発掘調査に先立ち、重機による桑の抜根、表土排土を行った。排土後、調査区の

南西隅を基点として、台地の南北軸にほぼ沿って、5mX5mの主杭を打ち、グリット単位とし南

側より北へ向いA′・A～F、G′・G～L、M′・M－R、S〝・S～Ⅹ、S′′′・S′～Ⅹ′と東へ平行

して設定した。西側と北側については、内側のグリットにダッシュを付した。

層位の確認については、表土が15～30cmと浅く、重機により遺物包含層上層及び部分的にはロ

ーム面まで排土したので、遺構内のみ調査することとなった。遺構は、住居跡、竪穴遺構、土壌、

堀について断面実測を行った。

出土遺物は、排土後のものについて全点ドットし、平板測量を行い、レベルを実測し、主たる

ものについて写真撮影を行い取り上げた。総数で約900余点を数える。

発掘調査面積は、約1，000m2である。

検出された遺構は、縄文時代中期後半の住居跡1軒、同時期土壌4基、中世期の住居跡1軒・

竪穴遺構2基・土墳1基・柱穴址群・柱列址群・横堀・樅堀（以上城館址の施設として考えられ

る遺構）、時代不明土壌5基である。

第2節　遺構と遺物

遺構と遺物は大別して縄文時代中期後半と中世期のものであるので、縄文時代から順を追って

記述して行く。

く縄文時代〉

第1号住居跡　本跡は、調査区の南西隅より検出された。規模は、南北5m25cm、東西4m15cm

を測り、ほぼ楕円形をしている。壁は現状では東壁で10cm、北壁で15cm、南壁から西壁にかけて

は、壁は現存しない。本来は壁高が貴低50cm前後はあったものと推定できうるが、耕作・開墾時

による削土か、又は室町期の居住地の整地時等で削土されたものと考えられる。主柱穴は、Pl・

P3・P4・P6の4本が考えられ、Pl・P6はほぼ円形で、P3・P4は楕円形に近い。深さは44cm

から54cmを測る。P4には底に深さ38cmの柱穴と、北西壁にP5深さ65cmの柱穴があり、このP5

が柱穴の中で最も深いことが注目される。また、南壁寄りにあるP2は入口部をなす柱穴と考えら
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第2図　青木城遺跡調査D地区位置図及びグリット図（S＝I／I′000）
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第3図　青木城遺跡調査D地区遺構全体図（S＝l／200）
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れる。P7～P9は、当地城の気象上、西風が強いことから、防風の為の柱穴とも考えられる。西壁

は、横堀により若干切られている。

周溝は現状では、東壁に見られ、，幅10cm深さ5cmを測る。基盤が東から西へ傾斜していること

から構築時そのままであろう。

炉は床面中央東壁寄りに設けられており、南北（長軸）1m30cm、東西（短軸）1mを測り、

ほぼ長方形をなす。炉石には、長さ80cm幅30cm厚さ12cmの花崗岩をはじめ、東側・南側にもや

や小形であるが長さ55～60cmの花崗岩を用い、形状はやや大きな炉に属す。北側を除き、炉石は

複数で一辺を構成する。炉内は、底に焼上層10cm前後、焼土＋暗茶褐色土混上層5－15cm、暗褐

色土＋焼土層10－15cmが堆積していた。炉底は堅い。炉石にほぼ接する状態で、長さ約20cmの石

棒が炉内に頭部を向けて遺存していた。

床面は割合堅いが、柱穴と炉の間には床面全体にわたって、直径10－15cm、深さ15cm前後の小

犬がある。これらの中で、炉の西側約80cmの床面には南北に7本の小穴が並び、又、南西に20cm

と34cmの小犬が見られ、棚等の内部構造を示すものであろう。なお、床面北壁際には、長さ35cm、

幅30cm、厚さ5cmの風化した粘板岩が遺存していた。床面を含め覆土には、木炭・焼土がほぼ一

面に遺存しており、火災があって上屋が消失したとも考えられる。

遺物　本跡から出土した遺物は、壁自体が削土された可能性が強く、その為、西側の横堀に流れ

込んでおり、住居跡に伴って出土したものは少ない。以下は床面より出土している。

第5図1は、大型の無頸窪である。破片が全体の吉個体のみで、器形復原は控えた。口唇部は

肥厚させ凹みをもち、内攣している。口唇部直下は無文帯をもち張り出している。刺突文を間に

もつ2条の横走隆帯と連結する隆帯唐草文を貼り付け、地文にはへラ状施文具で斜条線を施す。

底部は網代底である。外面には炭化物が付着している。4は半裁竹管による連続刺突文を伴う横

走隆帯と半裁竹管の背による沈線重孤文で文様構成される。5は懸垂隆帯文と結節縄文を施す。結節

縄文は隆帯との間が磨り消されている。6は底部片で、器面には縦の沈線文が施され、網代底で

ある。第6図1は深鉢形土器胴下半部で、2条ないし3条の懸垂隆帯と蛇行隆帯を貼り付け、地

文には棒状施文具で綾杉文を交互に施す。第5図1、4、6、第6図1は唐草文系III（曽利III・IV

式）に位置付けられ、第5図5は同時期である。

第5図2は地文は無文で、幅広の隆帯を貼り付けその上にへラ状文具で斜めの刻み目を付ける。

器壁厚は5mmで、色調は灰褐色、胎土に長石・石英粒を多く含む。内面はナデ整形。器壁は厚い

が、文様・色調・胎土からみて縄文前期前半に位置付けられる。3は撚りのしっかりしたLRの

斜縄文を施し、地文間には移行時の乱れた縄文の痕跡が残る。縄文中期前半に位置付けられる。

7は1号住の炉南西わきから出土した石棒で、長さ19．2cmで茎部直径11cm～12cmを測り徐々

に太くなる。頭部は直径12．4cmを測る。砂岩製でやや風化が進んでいる。調整は全体を敲いて成

形し、頭部上面と側面は磨っている。頸部の凹みは弱いが、意識的に削り込んでいる。

土壌3号　本跡は調査区のほぼ中央から検出された。長軸72cm、短軸62cmの不整円形で、深さ

－10－


